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日本比較免疫学会

第13回学術集会
(2001年度）

会期:2ooi年7月23日（月)25日（水）

場所：定山渓ビューホテル（札幌市南区定山渓温泉）

学術集会会長：北海道大学大学院横沢英良

第1日目（23日）

第2日目（24日）

第3日目（25日）

時間

15:00～

18:00-

19:30-

9:30～

(コスモ）

11:30-

12:00～

13:00～

(コスモ）

15:30-

(コスモ）

18:00～

18:30～

8:45～

(コスモ）

12:00～

学術集会日程表

プログラム内容

受付開始

夕食

一般講演(ポスター要約発表）偏形動物、軟体動物、

節足動物、原索動物、魚類、両生類、は虫類

一般講演(ポスター説明）

学会総会

昼食

シンポジウム「比較免疫学の現状と課題:その’」

1)昆虫の生体防御系

2)カブトガニの生体防御系

3)軟体動物の生体防御系

特別講演I「センチニクバエの生体防御」
名取俊二（理化学研究）

特別講演II「比較免疫学と発生」
片桐千明（天使大学）

写真撮影
親今

シンポジウム「比較免疫学の現状と課題:その2」

1)ホヤの生体防御系

2)魚類・円口類の生体防御系

3)両生類の生体防御系

4)鳥類の生体防御系

5)11甫乳類と生体防御系における接点

総合討論

閉会の辞
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日本比較免疫学

役員名簿
(2001年度）

〈
云

(比較免疫学研究所）

(埼玉医科大学短期大学）

(日本大学）

会長------------------------------------古田恵美子

副会長---------------------------------和合治久

庶務・会計---------------------------宍倉文夫

(日本大学）

(日本大学）

(補助役員）‐-----大竹伸一

----阿部健之

(国立感染症研究所）

(東京歯科大学）

(濁協医科大学）

プログラム委員---------------------小林

一----中村

（補助役員）‐-----山口

睦生

弘明

恵一郎

(帝京大学）抄録委員------------------------------山崎正利

(日本大学）

(山口大学）

会計監査------------------------------茂呂周

一----友永進

学会事務局：〒173-8610東京都板橋区大谷口上町30-1

日本大学医学部生物学教室

TEL:03-3972-8111Ex､2291,FAX:03-3972-0027

E-mail:iadcitnk@med.nihon-u.ac.jp
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参加者へのご案内

学術集会会場

定山渓ビューホテル：

札幌市南区定山渓温泉TEL:011-598-3223FAX:011-598-3222

会場までのアクセス：

(1)JR札幌駅から定山渓温泉まで、路線バス（定鉄バス）で約70分かかりますdo
～30分おき、750円）。定鉄（じようてつ）バスの定山渓温泉行きの乗り場は、札幌
駅前バスターミナル（旧そごうデパート内1階）の中レーン6番（定山渓線）です。
(2)JR札幌駅から定山渓ビユーホテルまでの行きと帰りの貸切バス1台（定員55名、
先着順、無料）をご用意いたしますので、ご利用ください。

行き：7月23日（月)15:30までにJR札幌駅北口・鐘の広場（北口タクシー乗り場の
近く）にご集合ください。

帰り：7月23日（水）学術集会終了後(12:30頃）に定山渓ビユーホテル玄関前に
ご集合ください。

受付

学術集会関係の受付事務は、7月23日（月)15:00より定山渓ビユーホテル内で開始い
たします。ネームプレートを用意いたしますので、着用してください。ネームプレー

トは学術集会終了後に必ず受付にご返却ください。

なお、学会への入会手続き、年会費の納入受付事務も併せて行います。

参加費

学術集会参加費は、会員う,000円、非会員6,000円（含む講演要旨代）です。

懇親会

懇親会は第2日目（7月24日)18:30より定山渓ビユーホテル内で行います（終了予定
時刻20:30）。会費は5,000円です。

なお、参加希望者は必ず事前にお申込みください。

記念撮影

第2日目（7月24日）の特別講演終了後に参加者全員で記念撮影を行います。なお、

記念写真（無料）は、最終日（7月23日)の朝に学術集会受付でお受け取りください。

昼食

第2日目（7月24日）の昼食（無料）をご用意いたしますので、ご利用ください。
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特別溝演、シンポジウムおよび一般溝演の発表

(1)特別講演およびシンポジウムではスライドプロジェクター1台をご用意いたし

ます。スライド(35mm版)の枚数に制限ありません。講演開始40分前までに、各自で

スライドをスライドトレイにセットし確認のための映写を行った後に､スライド受付

にご提出ください。また、講演終了後、スライド受付で、各自でスライドトレイから

スライドを抜き取ってください。

（2）一般講演（ポスター要約発表）（7月23日19:30～22:00)は、l演題あたり3分間

で、順番はポスター番号順です。OHPシートをl～2枚用意して簡潔に研究内容を説明

して下さい(OHPプロジェクター1台をご用意いたしますが、スライドプロジェクタ

ーはご用意いたしません）。また、第2日目（7月24日）の決められた時間帯（奇数

番号9:30～10:30,偶数番号10:30～11:30)にポスターの前で説明をお願いいたします。

なお、ポスター展示の時間は、7月23日19:30から7月24日20:30までです（ポスター貼

り付け：7月23日15:00～19:30;ポスター取り外し:7月24日20:30～21:00)。パネル

のスペースは､横90cmx縦220cmです｡パネルのスペース内の使い方は自由ですが、

パネルの上部に、演題、発表者名（代表発表者に○印をつけて下さい）、所属を必ず

7

掲示してください。

霊,凹藷
憂
現

、

蕊＝ヨlll馬妄＝百万

日画皿

イ
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第13回学術集会プログラム

第1日目7月23日（月）午後3時00分～午後10時00分

15:00-

17:00-

19:30-

受付開始

役員会

一般講演（ポスター要約発表）

(ポスター展示:19:30～22:00

2階「コスモ」

2階「ペガサス・シリウス」）

一般講演

19:30～ポスター要約発表座長：宍倉文夫（日大・医）・中村弘明（東京歯大）

扇形動物・軟体動物

PIプラナリア体表粘液とヒト免疫細胞機能1．ヒト末梢血Tリンパ球並びに

好中球のサイトカイン産生に及ぼす粘液の影響

｡木村美智代・三浦加恵・渡遥孝子・矢島沙紀・吉中真理・和合治久

（埼玉医大短大・臨床検査・免疫学）

P2日本住血吸虫感染に差のある二地域のミヤイリガイの血球

｡佐々 木由利1).桐木雅史2).瀬尾直美1).松田肇2).古田恵美子.3)

（東京医大・生物t)̂ 濁協医大・熱帯病寄生虫2)比較免疫学研")

P3環境汚染物質ベンゾピレンによるナメクジの生体への影響

｡瀬尾直美1)・山口恵一郎2)・佐々 木由利1).古田恵美子3)

（東京医大・生物1)^濁協医大・医総研2)比較免疫学研)

P4海洋軟体後鯉類タツナミガイ体表部に見出した2種の抗腫傷性蛋白

・来生淳・飯島亮介・山崎正利（帝京大・薬・薬品化学）
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P3タツナミガイ卵白腺の抗腫傷因子、dolabellaninAの作用の検討

°飯島亮介・来生淳・山崎正利（帝京大・薬・薬品化学）

節足動物

P6カイコのβ-1,3-グルカン認識蛋白質II

°落合正則・芦田正明（北大・低温科学研）

P7組換えβ一グルカン結合タンパク質の反応‘性におけるβ-グルカン構造特異‘性

｡安達禎之')・石井崇司')・三浦典子')・田村弘志2)・大野尚仁I)

（東京薬大・薬・免疫学1)生化学工業*)

P8家蚕フェノール酸化酵素前駆体の血液からクチクラヘの移行

・朝野維起・芦田正明（北大・低温科学研）

P9甲殻類の血球

｡近藤昌和1)・吉田昌代1)・高橋幸則1).友永進2)

（水産大．生物生産')，山口大・医・保健2)）

原索動物

P10BrdU取り込み実験によるマボヤ(//"んcynthiaroretzi)造血組織の研究

｡石井照久')・大竹伸一2)・沢田知夫3)・田中邦男2）

（秋田大・教文・生物J)̂ 日大・医・生物.2)山口大・医・解剖-=>)

Pllマボヤ旺TrunkLateral細胞(TLC)特異的遺伝子

°高橋弘樹1)・佐藤矩行(基生研1)̂ さきがけ研究2l'>.京大院・理*>)

P12マボヤの自然免疫機構におけるシグナル伝達分子のクローニング

°山上恵・安住薫・横沢英良（北大院・薬・生化学）
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魚類

P13マアナゴ牌臓のエリプソイドにおける動脈球注射したラテクッスビーズ移行の

電顕像

｡古川豊和1)・鈴木幸弥1).厚田静男I).中村修1).渡辺翼1).中村弘明2)

（北里大・水産')，東京歯大・生物2)）

P14キチン／キトサン関連物質による培養ニジマスマクロファージの活性化

・渡辺翼・日野和義・厚田静男・中村修（北里大・水産）

P15キンギョの免疫機能に対するベンツピレンの影響

｡菊池'慎一')・中村弘明1)・小林隆弘2).菅谷芳雄3)

（東京歯大・生物I)̂ 国立環境研・環境健康2)̂ 同・化学物質環境リスク研セ3>)

PI6Effectsofsteroidhormonesontheactivitiesofleukocytesincommencarp

NilRatanSaha,TakeshiUsamiandYuzuruSuzuki(FisheriesLab.,Univ.Tokyo)

P17ウイルス感染防御における魚類の特異的細胞傷害能の役割

・柚本智軌1).中西照幸2).岡本信明(東京水産大．資源育成1)日大．生物資源2))

P18コイにおけるチオエステル含有タンパク質の多様性と進化

･中尾実樹・無津呂淳一・田中則之・加藤陽子・矢野友紀（九大院・農・水族生化学）

P19ニジマスガレクチン分子の組織ならびに免疫細胞における分布

｡黒田丹1)・稲川裕之2)・FischerUwe3)・KoelherBemd3)・KfouryJr.JoseRobertô
・柚源一郎2)･乙竹充5)･中西照幸6)･福田穎穂(東京水産大I)徳島文理大2)

Fed.Res.Cent.VirusDis.Animalŝ,SaoPauloUniv.̂,養殖研5)日大6>)

両生類・は虫類

P20イモリ補体第3成分の分離と同分子由来断片のアナフイラトキシン様活性
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島崎洋次1).前山一隆2).・藤井保3)

（愛媛大・ベンチャービジネスラボ')，同．薬理2)，県立広島女子大3)）

P21ミドリガメにおけるJ鎖cDNA配列の決定とその局在について

°岩田有弘1).岩瀬孝志1).小林邦彦2).茂呂周1)

（日大・歯・病理')，北大・医・小児2)）

第2日目7月24日（火）午前9時30分～午後8時30分

09:30～11.30

ll:30～12:00

13:00～15:05

一般講演（ポスター説明）

(ポスター展示：09:30～

学会総会

シンポジウム

2階「ペガサス

20:30）

2階「コスモ」

2階「コスモ」

シリウス」

シンポジウム「比較免疫研究の現状と課題：その1」

昆虫の生体防御系座長：小林睦生（国立感染研・昆虫医科学）

S113:00～13:25昆虫の生体防御研究におけるクチクラの重要性

芦田正明（北大・低温科学研・生化学）

S213:25～13:50ショウジョウバエの生体防御反応を制御するパターン認識分子

倉田祥一郎(東北大院･薬）

カプトガニおよび軟体動物の生体防御系座長：山崎正利（帝京大．薬）

S313:50～14:15カブトガニ生体防御系の特殊性と普遍性

丹羽允（大阪府立看護大）

S414:15～14:40カブトガニヘモシアニンの多機能性と生体防御反応

－9－



川畑俊一郎（九大院・理・生物科学）

S514:40～15:05軟体動物の生体防御

古田恵美子（比較免疫学研）

15:30～17:40特別講演 2階「コスモ」

特別講演

SL115:30～16:30特別講演I座長芦田正明（北大．低温科学研）

センチニクバエの生体防御機構

名取俊二（理研・名取特別研究室）

(休憩10分間）

SL216:40～17:40特別講演II

比較免疫学と発生

片桐千明（天使大・教養教育科）

18:30～20:30懇親会

座長栃内新（北大院・理）

第3日目7月25日（水）午前8時45分～正午

08:45～12:00シンポジウム 2階「コスモ」

シンポジウム「比較免疫研究の現状と課題：その2」

ホヤ類の生体防御系 座長田中邦男（日大・医）
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S608:45～09:05群体ボヤにおける群体特異性

斎藤康典（筑波大・下田臨海実験セ）

S709:05～09:25ホヤ類の生体防御：マポヤ(""ﾉbcynthiα『oretzi)血球の生体防御反応

大竹伸一（日大・医・生物）

S809:25～09:43ホヤ類の生体防御機構における液性防御因子の役割と免疫関連

遺伝子の発現

安住薫・横沢英良（北大院・薬）

魚類および円口類の生体防御系座長矢野友紀（九大院．農）

S909:45～10:10円口類の生体防御

藤井保（県立広島女子大・生活科学）

S1010:10～10:35魚類の生体防御

中西照幸（日大・生物資源・獣医）

両生類，鳥類および噛乳類の生体防御系座長茂呂周（日大・歯）

Sll10:35～11:00両生類の生体防御システム

栃内新（北大院・理・生物科学・系統進化）

S1211:00～11:23鳥類免疫系の進化

中村俊博（日本生物科学研）

S1311:25～11:50p甫乳動物と他の動物の生体防御系の接点

和合治久（埼玉医大短大・臨床検査・免疫学）

総合討飴11:50～12:00座長横沢英良（北大院．薬）
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Programmeof13thAnnualMeeting(JADCl)

Monday,July23,2001

15:00～Registration(JozankeiViewHotel)

GeneralLecture(PosterSession)

19:30～21:00Posterpresentation
●

Chairpersons:Shishilcura,F.(NihonUniv.Sch.ofMed.),Nakamura,H.(TokyoDentalCollege)

Platyhelminthes,Molluscs

PIPlanarianbodysurfacemucusandhumanimmunocytefunctions1.Effectofmucuson
cytokineproductionofperipheralTlymphocytesandneutrophilsinhuman.

P2

P3

P4

P5

MichivoKimura KaeMiura,TakakoWatanabe,SakiYajima,MariYoshinaka&
HaruhisaWago

(SaitamaMedicalSchoolJuniorCollege)

Bloodcellsofthefreshwatersnail,Oncomeノロ"jα〃oscPﾙoraindifferenthabitats.

YuriSasaki.MasashiKirinoki,NaomiSeo,HajimeMatsuda&EmikoFuruta

(TokyoMed.Uniov.,DokkyoUniv.Sch.ofMed.&Inst,ofComp・Immunol.)

Effectofenvironmentalpollutantbenzo(a)pyi℃neonterrestrialslug.
NaomiSeo.KeiichiroYamaguchi,YuriSasaki&EmikoFuruta

(Tokj′oMed.Uniov.,DokkyoUniv.Sch.ofMed.&Inst・ofComp.Immunol.)

Twoantineoplasticproteinsfrombodysurfaceofseahai℃,Dolabe肋α"riculcua
JunKisugi.Ryosukelijima&MasatoshiYamazaki

(TeikyoUniv.)

AnalysisofmodeofactionofdolabellaninA,anantineoplasticproteinofseahai℃
Dolabeﾉ肋αz"“わ"α

Rvosukelijima.JunKisugi&MasatoshiYamazaki

(TeikyoUniv.)

Arthropods

P6β-1,3glucanrecognitionprotemllfmmthesilkwonn,Bo"ﾑ)廊加oh.
M.Ochiai、&M・Ashida

(HokkaidoUniv.)

P7Reactivityofrecombinantbeta-glucanbindingproteinsto1̂-betaglucans.
YoshivukiAdachiTakashiIshii,NorikoMiura,HiroshiTamura&NaohitoOhno

ofPharmacyandlifeScience)(TokyoUniversityofPharmacyandlife
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P8Transportofprophenoloxidasefromhemolymphtothecuticleinthesilkworm,B.mori.
TsunakiAsano&MasaakiAshida

(HokkaidoUniv.)

P9HemocytesofCrustacea.
MasakazuKondoMasayoYoshida,YukinoriTakahashi&SusumuTomonaga

liv.andYamaguchiUniv.)(Natl.FisheriesUniv.andYamaguchi

Protochordates

P10StudyontheBrdUuptakebythehemopoietictissueofthesolitaryascidian,
〃"んcynthiarore吃j，

TeruhisaIshii.Shin-IchiOhtake,TomooSawada&KunioTanaka

(AkitaUniversity,NihonUniversitySch.ofMed.,YamaguchiUniversitySchoolof
Medicine)

PI1Trunklateralcell-specificgenesoftheascidianH"んcynthiαﾉ･oretzi.
HirokiTakahashi&NoriSatoh

(Natl.Inst,forBasicBiol.,PRESTO&KyotoUniv.)

P12CloningofToll-mediatedsignalingmoleculesintheinnateimmunemechanismsin

H"ﾉひcynthiarore吃/、
Me2umlYamakaml KaoruAzumi&HideyoshiYokosawa

(HokkaidoUniv.)

Fishes

PI3ElectronmiciDscopicalstudyofintra-arteriallyinjectedlatexbeadsmigrationinthe

splenicellipsoidsofJapanesecongerα"geﾉ･〃り"iasteﾉ.．
T.Furukawa,Y.Suzuki,S.Atsuta,O.NakamuraT.Watanabe&H・Nakamura

(KitasatoUniv.&TokyoDentalCollege)

P14 Activationofculturedrainbowtroutmacrophagesbychitin/chitosanderivatives.

T.Watanabe,K.Hino,S.Atsuta&O.Nakamura
(KitasatoUniv.)

PI5Effectofbenzo(a)pyreneonhostdefensemachanismsinthegoldfishCarassiusauratus.

P16

Shin-ichiKikuchiHiroakiNakamura,TakahiroKobayashi&YoshioSugaya
lege&Natl.Inst,forEnviron.Studies)(TokyoDentalCollege&Natl.

Effectsofsteroidhormonesontheactivitiesofleucocytesincommoncarp.

NilRatanSahaTakeshiUsami&YuzuruSuzuki

(Univ.ofTokyo)

P17An加vivoroleofspecificcell-mediatedcytotoxicityinprotectingfishfromviral
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P18

P19

infections.

TomonoriSomamotoTeruyukiNakanishi&NobuakiOkamoto
>ries&NihonUniv.)(TokyoUniv.ofFisheries

Diversityandevolutionofthethioester-containingpiDteinsincarp(Ci"『加"scαゆio).
MikiNakao,JunichiMutsuro,NoriyukiTanaka,YokoKato&TomokiYano

(崎,ushuUniv.)

Distributionof庇血bowtroutgalectinmoleculeintissuesandimmunecells.

A.Kuroda,H.Inagawa,U.Fischer,B.Koellner,J.R.KfouryJr.,G.I・Soma,M.Ototake,
T.Nakanishi&H.Fukuda

(TokyoUniv.ofFisheries,TokushimaBunriUniv.,Fed.Res.Cent.,SanPauloUniv.,
Natl.Res.Inst.Aquaculture&NihonUnuv.)

Amphibians,Reptiles
P20Isolationofthethirdcomponentofcomplementanditsderivativewith

-likeactivityfiDmthenewtCynopsiリ"rhogaster.

YoujiShimazaki,KazutakaMa可ama&TamotsuFujii
(EhimeUniv.&HiroshimaPief.Women'sUniv.)

anaphylatoxin

P21 Cloningandexpressionofturtle(Trache"りﾊsscr〃α)joining(j)-chaincDNA.
ArihiroIwata,TakashiIwase,KunihikoKobayashi&ItaruMoro

(NihonUniv.&HokkaidoUniv.)

Tuesday,July24,2001

9:30～11:30GeneralPosterSession

11:30～12:00GeneralMeetingofJADCI

Symposium

"TheHostDefenseMechanismsintheAnimalKingdom:

PresentandFuture(partl)"

TheDefenseSystemofInsects

Chairperson:Kobayashi,M.(NationalInstituteofInfectiousDiseases)

SI13:00-13:25Roleoftheinsectcuticleinthedefenseagainstbacteriaandfungi.

MasaakiAshida(HokkaidoUniversity)

S213:25-13:50Apatternrecognitionproteinwhichi℃gulatesimmuneresponseofDrosophila
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ShoichiroKurata(TohokuUniversity)

TheDefenseSystemsofHorseshoeCrabsandMolluscs

Chairperson:MasatoshiYamazaki(TeikyoUniversity)

S313:50-14:15Horseshoecrabhemocyanin:themultifunctionalmoleculeoftheinnate

immunesystem.

Shun-ichiroKawabata(KyushuUniversity)

S414:15-14:40Thedefensesystemofhorseshoecrabs,itspeculiarityanduniversality.

MakotoNiwa(OsakaPref.CollegeofNursing)

S514:40-15:05Internaldefensesystemofmolluscs.

EmikoFuruta(instituteofComparariveImmunology)

SpecialLecture
（15:30～17:40）

Chairperson:MasaakiAshida(HokkaidoUniversity)

SL115:30-16:30DefenseMechanismofSarc叩ﾙagaper昭r伽a
ShunjiNatori(TheInstituteofChemicalandPhysicalResearch)

CoffeeBreak(16:30～16:40)

Chairperson:ShinTochinai(HokkaidoUniversity)

SL216:40-17:40 DevelopmentandComparativeImmunology
ChiakiKatagiri(TenshiCollege)

18:30～20:30Banquet
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Wednesday,July25,2001

Symposium

"TheHostDefenseMechanismsintheAnimalKingdom:
PresentandFuture(part2)"

TheDefenseSystemofAscidians

Chairperson:Tanaka,K.(NihonUniversity)

S68:45-9:05Colonyspecificityincompoundascidians

YasunoriSaito(UniversityofTsukuba)

S79:05-9:25Defensemechanismsofascidians:Defensereactionofhemocytesof
H"んcyn肋な”ﾉ"etzi.

Shin-IchiOhtake(NihonUniversity)

S89:25-9:45Rolesofhumoralfactorsandexpressionofimmunegenesonthehost
defenseofH.roretzi.

KaoruAzumi&HideyoshiYokosawa(HokkaidoUniversity)

TheDefenseSystemsofFishesandCyclostomes
Chairperson:TomokiYano(KyushuUniversity)

S99:45-10:10Hostdefensesystemsinthecyclostomes

TamotsuFujii(HiroshimaPrefecturalWomen'sUniversity)

S1010:10-10:35Defensemachanismsoffish.

TeruyukiNakanishi(NihonUniversity)

TheDefenseSystemsofAmphibians,BirdsandMammals

Chairperson:ItaruMoro(NihonUniversity)

SI110:35-11:00Amphibiandefensesystem

ShinTochinai(HokkaidoUniversity)

S1211:00-l1:25Phylogenyofavianimmunesystem.

ToshihiroNakamura(NipponInstituteforBiologicalScience)

S1311:25-11:50Apointofcontactinhostdefensesystembetweenmammalandother
animals.

HaruhisaWago(SaitamaMedicalSchoolJuniorCollege)
Discussion11:25-12:00
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第1日目

一般識寅:pi～P21
(ポスター要約発表）



PI プラナリア体表粘液とヒト免疫細胞機能

1．ヒト末梢血Tリンパ球並びに好中球のサイトカイン塵生に及ぼす粘液の影響

・木村美智代・三浦加恵・渡遷孝子・矢島沙紀・吉中真理・和合治久

埼玉医科大学短期大学・臨床検査学科免疫学

扇形動物に属すプラナリアは動物の生体防御の系統発生を探る上で重要な位置にある三旺葉

性無脊椎動物である。これまでに、プラナリアの体表粘液中に熱やトリプシンに抵抗し、ヒト

A型赤血球を強く凝集するレクチンが存在することを報告した。本研究では、こうした体表粘

液に含まれるN-アセチルアミノ糖に特異性を示す粘液レクチンが甑を越えて異種の免疫細胞機

能にいかなる影響を及ぼすかを解明する一項として、特にヒト末梢血中のリンパ球並びに好中

球の樋能に与える影響についてサイトカイン産生の観点で調べた。プラナリア体表粘液を採取

し、PBSで抽出した粘液レクチンの活性をA型赤血球で確認した後、1:2単位のレクチン活性を

含む粘液抽出液を作製し、この中で分離したヒト末梢血中のTリンパ球と好中球をそれぞれ48

時間培養して、Tリンパ球についてはThlサイトカインであるIFN-γ、IL-2とTh2サイトカイン

であるIL-4をELISA法で測定した。一方、好中球については、TNF-aとIL-1産生への影響を追

究した。実験の結果、プラナリア体表粘液レクチンを含む抽出液によって、末梢血中Tリンパ

球からのIL-2の産生が抑制されるが、IL-4の産生は高まる傾向が観察された。IFN-γ産生につ

いては、一定の傾向は得られなかった。したがって、体表粘液レクチンを含む抽出液はヒトの

Tリンパ球の中でもIL-2を産生するThl細胞樋能を抑制し、IL-4を産生するTh2細胞樋能を高め

る可能性のあることが示唆された。好中球によるサイトカイン産生についても興味深い結果が

得られたので併せて報告する。

Planarianbodysurfacemucusandhumanimmunocytefunctions1.EffectofmucusoncytokineproductionofperipheralTlymphocytesand

neutrophilsinhuman

MichiyoKimura,KaeMiura,TakakoWatanabe,SakiYajima,MariYoshinaka,andHaruhisaWago

DepartmentofMedical.1℃chnology,SaitamaMedicalSchoolJuniorCollege

P2日本住血吸虫感染に差のある二地域のミヤイリガイの血球
・佐々木由利’）・桐木雅史2）・瀬尾直美’）・松田肇2）・古田恵美子3）

東京医大生物’）・濁協医大熱帯病寄生虫2）・比較免疫学研究所3）

淡水棲軟体動物・前鯉類・ミヤイリガイ(Oncome必"ianosophora)は日本住血吸虫の中

間宿主として知られている。千葉県木更減市と山梨県韮崎市の休耕田にはミヤイリガイが棲息
しており、我々はこの二地域をフィールドとしている。日本住血吸虫は日本においてはほぼ撲

滅された。そこでフィリピン、ミンドロ島の日本住血吸虫のミラシジウムを実験室で感染させ
たところ、二地域のミヤイリガイで感染に差のあることを発見した。体内に侵入したミラシジ

ウムはスポロシストになり幼生生殖をするが、韮崎産貝はそのスポロシストを体内で成長させ

ない’、一方、木更津産貝はスポロシストの成長を許す。この差は何か理由を探ることは寄生虫

感染予防に意義があると考え、二地域のミヤイリガイの血球の分類とその異物認識能について

比較した。ミヤイリガイは殻長60～7.5mni、殻幅2.0～3.0mmで、体液は二枚のスライドガラ
スで貝をはさみ、殻を軽く押しつぶしてそこから浸出する液を用いた。体液量は十数似lに満

たない。体液中には培用後10分で膜状偽足を広げたマクロファージ棟細胞(TypeIcell)と

核ﾉ細胞質比の大きなリンパ球様の細胞(TypeIIcell)、その他数稲の細胞を両地域の貝で観察
した。異物認識に関与するマクロファージ様細胞のガラス付着能および、invitroSRBC付着
能は両地域のミヤイリガイで有意な差は認められなかった。

BloodCellsoftheFreshwaterSnail.Oncomeﾉanianosophoraindifferenthabitats

"YuriSasaki".MasashiKirinokî),NaomiSeo'),HajimeMatuda*),EmikoFuruta*'

TokyoMed.Univ.'>,DokkyoMed.Univ.*'andInstituteofComparativeImmunology
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P3環境汚染物質ベンゾピレンによるナメクジの生体への影響
・瀬尾直美')、山口恵一郎2)、佐々木由利')、古田恵美子3）

・東京医科大学・生物学')、濁協医科大学・医総研2》、比較免疫学研究所3）

ベンゾピレンは、1930年代に石炭タール中の発ガン物質として単離された非常に強い発癌性

を有する物質で、近年、土壌や水質の環境汚染物質として社会問題となっている。土壌の上を

這いまわる動物であり、その体表は、まさにヒト消化管と極めて類似した構造をもつナメクジ

を材料として、ベンゾピレンの免疫系および生体臓器への影響を検索した。

アセトンを溶剤とした10,000，5,000，1,000，100，lOppmの各濃度のベンゾピレンをしみ
込ませたペーパータオルをディッシュに敷き、その中でナメクジを飼育した。5，10日後の各

濃度飼育個体について、ナメクジの体表面の生体防御系の中心である粘液の分泌趣および性状、

体液中の総血球数、ヒツジ赤血球の体腔内注射による血中マクロファージの増加率および食食

能、創傷治癒の形態学的観察から免疫系への影響を検討した。

粘液の性状は、薄褐色透明の凝液性から高濃度飼育下では白色粘液性に変化した。血中マク

ロファージの増加率および貧食能は濃度依存的に低下し､特に､貧食能は最高､正常時の約20％
までに低下した。

また、中腸腺、消化管、生殖腺の濃度による形態学的変化についても検索したので報告する。

EffectofenvironmentpollutantBenzo(a)pyreneonterrestrialslug
NaomiSeo",KeiichiroYamaguchiz),YuriSasaki"andEmikoFurutâ)

TokyoMed.Univ.".DokkyoUniv.Sch.Med.*'andInstituteofComparativeImmunologŷ)

P4海洋軟体後鯉類タツナミガイ体表部に見出した2種の抗腫癌性蛋白

o来生淳、飯島亮介、山崎正利

帝京大学薬学部薬品化学教室

私たちは、海洋軟体動物由来の生体防御物質を検索し、海洋軟体後鯉類アメフラシAplysia

止脚rodai,タツナミガイDolabe"ααuricuJariaに8種類の抗腫鰯性物質と2種類の抗微生物物質

を見出してきた。その中でも、もっとも外界にさらされている体表部由来の物質ドラベラニン

B1(以下、DAB1と略す）は、42kDaの蛋白性の物質で短時間に細胞を傷害する物質である

ことを報告してきた。さらに検討を進めたところ、体表部から、分子量が異なる抗腫癌性物質

を新たに見出した。タツナミガイ体表部由来の抗腫癌性物質DAB1には、分子量30kDaと30kDa

以上の2種類の物質が認められた。30kDa以上の活性物質をDABla，30kDaの物質をDABlb

と命名した。30kDaのDABlbは、サブユニットを持たない物質であった。今まで明らかにし

てきた、アメフラシ由来の抗腫癌性蛋白質アプリシアニンや、タツナミガイ由来のドラベラニ

ンに比べ低分子であり、また、1時間以内に活性が認められることから、作用機序が全く異な

る新しい物質であると思われる。これらの精製、構造解析を進行中である。

また、活性物質の分布を検討したところ、腹足側には少なく、背側に大量の活性が認められ

た。タツナミガイは、背側に粘液を分泌しており、常に砂を体表に付けて生活している。この

粘液に活性物質が存在するのかどうか、活性の分布を調べている。ドラベラニンB1が背側に

あったことから、この物質が外来異物排除に関わっている可能性が示された。

T弧ﾉoantineoplasticproteinsfrombodysurfaceofseahare,Dolabe〃αα脚〃cularia

JunKisugi,RyosukelijimaandMasatoshiYamazaki

FacultyofPharmaceuticalSciences,TeikyoUniversity
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P5 タツナミガイ卵白腺の抗腫傷因子、dolabellaninAの作用の検討

飯島亮介・来生淳・山崎正利

帝京大学薬学部薬品化学教室

タツナミガイDoﾉabellaauricuﾉariaは海洋性軟体動物であり、その体腔液、紫汁液及び生殖

器官は非常には強力な細胞障害活性が見出される。精製された活性本体はいずれも蛋白質であり、

dolabellaninC，P、E及びAと命名した。また、その体表、体壁部分からは低分子性抗微生物因子

dolabellaninB2、B3と、抗腫癌蛋白質dolabellaninBlの3種類を得た。dolabellaninA(DAA)

は、非常に強い抗腫癌・抗微生物活性を示し、構造的にはアメフラシのaplysianinA，アフリカマ

イマイのachacinと相同な蛋白質である。DAAの抗腫癌作用機構を解析する目的で、細胞障害性の

薬剤、actinomycinD、aphidicolin、camptothecin、cycloheximide等との作用の比較を行っ

た。その結果、他の薬剤の作用濃度がナノMからマイクロMオーダーであるのに対し、DAAの作用

濃度はピコMオーダーであった。また、比較に用いた薬剤ではアポトーシス誘導が観察されるのに対

して、DAAによる細胞死に際してcaspaseS活性が誘導されないこと、また逆にcaspase阻害剤z-

VAD-FMKによってDAAの活性が全く抑制されないことから、アポトーシスが誘導されているので

はないことが示唆された。

AnalysisofmodeofactionofdolabellaninA,anantineoplasticproteinofseahare

Doﾉabellaauricuﾉaria

Ryosukelijima,JunKisugiandMasatoshiYamazaki

FacultyofPharmaceuticalSciences,TeikyoUniversity

P6カイコのβ-1,3-グルカン認識蛋白質II
・落合正則・芦田正明

北海道大学・低温科学研究所

カビなどの真菌類の細胞壁成分であるβ－1，3－グルカンは、多くの生物に対してその生体防

御系を活性化する作用がある。β-1.3－グルカン認識蛋白質(BGRP)は昆虫体液中のフェノール
酸化酵素前駆体(propO)カスケードの最上流に位置する分子凪55kDaの構成因子である。体
腔内に侵入したカビのβ－1，3－グルカンにβGRPが結合することでカスケードの活性化が始ま

る。カイコβGRPは単独でβ－1.3－グルカンに結合し、この因子を欠いたカイコ血擬中のproPO
カスケードはβ－1，3－グルカンでは活性化しなくなる。βGRPはN末端より102アミノ酸残基
までの領域にβ－1，3－グルカン結合部位、中央よりややC末端よりに細菌のβ－1，3－グルカナ
ーゼに相同性がある領域、C末端付近にGPIanchorを付加する部位を含んでいる。また、血

球の穎粒細胞や小球細胞にも存在することがわかっており、細胞性防御反応と強く関連してい
ることが示唆されている。最近、この蛋白質に相同なドメイン構造で同じ生理機能をもつ新た

なβ－1，3－グルカン認識蛋白質をカイコ体液中に発見し、β－1，3－グルカン認識蛋白質IKBGRP

II)と名づけた。βGRPIIの精製法、性状、一次構造、生理機能及び発現様式について報告する。
これらの蛋白質がもつβ－1，3－グルカナーゼドメインが、無脊椎動物の異物認識機構に関わる

パターン認識蛋白質に広く存在することが、最近になってわかってきた。これらの認識蛋白質

の分子進化についても考察する。

B-1,3-GlucanRecognitionProteinエエfromtheSilkworm,Bombyxmor1．

M.OchiaiandM.Ashida

Instユtu七eofLowTemperatureScience,HokkaidoUnivers土ty
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P7組換え型β-グルカン結合タンパク質の反応性におけるβ･グルカン構造特異性

O安達禎之l)．石井崇司l)．三浦典子1)．田村弘志2)．大野尚仁l）

東京薬科大学薬学部免疫学')・生化学工業(掬幻

真菌由来の(1→3)-0-グルカン（β･グルカン）は、真菌感染症の診断マーカーとして注目されており、これま

でカブトガニあるいはカイコ由来の天然型β･グルカン結合タンパク質がその診断あるいは検出に応用されてき

た。近年、これらのβ･グルカン結合タンパク質の遺伝子がクローニングされ、組換え型タンパク質としての機能

と新たな応用が期待されている。しかし、それら組換え型タンパク質が診断薬として実用できるかは未だ検肘段

階である｡そこで我々はカイコ由来の組換え型β･グルカン結合タンパク質(RBGRPs)をcDNAサブクローニング

および大腸菌での発現により作製し、様々な構造的特徴を有するβ･グルカンとの反応性を比較検討した。

RBGRPsはGST融合型タンパク質として発現させたものを用いた。RBGRPsをEUSAプレート上のカンジダ

由来β･グルカン(CSBG)などの各種β-グルカンに反応させ、パーオキシダーゼ標識抗GST抗体で検出した。

β･グルカン溌度に対する反応曲線を比較すると、（1→6)･分岐構造、および3重ラセン型高次構造のβ･グルカン

が高い反応性を有していることが示された。RBGRPのβ･グルカンとの反応性は、以前、我々が報告したカイコ

のSLP試薬との反応パターンと類似している傾向が認められた。高純度の単一タンパク質が大量に作製できるメ

リットを生かし、より簡便で高感度な検出システムの開発が可能になると期待される。

Reactivityofrecombinantbeta-glucanbidingproteinstol.S-beta-glucans

YoshiyukiAdachi",TakashiIshii",NorikoMiura",HiroshiTamurâ.NaohitoOhno"

TokyoUniversityofPharmacyandLifeScience",SeikagakuCorporation.̂

P8家蚕フェノール酸化酵素前駆体の血液からクチクラヘの移行

○朝野維起、芦田正明

北海道大学低温科学研究所

昆虫のフェノール酸化酵素前駆体(proPO)はへモシアニンに相同な銅タンパク質である。カビやバクテリ

アなどの細胞壁成分により引き金を引かれるカスケード反応の働きで限定加水分解を受け、活性型のフェノー

ル酸化酵素(PO)になる。POは、ドーパやチロシン等を酸化し、メラニンを合成する。体腔内に侵入したバ

クテリアの周囲や、クチクラの傷害部位にメラニン合成が観察されるが、これは、POによるメラニン合成が

昆虫の生体防御に重要な働きをしていることを示している。

家蚕のproPOは血球の一種であるエノシトイドで主に合成され血中へと放出される。その一部は体腔内か

らクチクラヘと運ばれることが示唆されていた。昆虫で、血体腔からクチクラヘ移行するタンパク質は今まで
にいくつか知られているが、移行の仕組みは全く明らかにされていない。

ProPOをプローブとして昆虫における血液からクチクラヘのタンパク質の移行について調べた。その結果、

クチクラヘ運ばれたproPOのメチオニン残基のいくつかが酸化されていてメチオニンスルフオキシド

(Met(O))として存在すること、proPOが移行する際に、クチクラを裏打ちする表皮細胞の中を通過することが
明らかになった。

ProPOを含めたいくつかの血中タンパク質が､選択的にクチクラヘと移行する際に働くであろう機構につい
ても言及する。

Transportofprophenoloxidasefromhemolymphtothecuticleinthesilkworm,B.maブ

○TsunakiAsano,andMasaakiAshida

HokkaidoUniversity
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P9甲殻類の血球
・近藤昌和’)・吉田昌代’）・高橋幸則！）・友永進2）

水産大学校生物生産学科’）・山口大学医学部保健学科2）

メイ・グリュンワルド染色性から甲殻類の血球分類を試みた。軟甲亜綱真軟甲下綱エビ上目
十脚目は血球組成から少なくとも以下の4型に大別された。I型：8種類の血球を持つ。根鯉
亜目クルマエビ科(3種)、抱卵亜目カニ下目ワタリガニ科(4種)および同亜目アナジヤコ下目の

アナジャコがこの型に属した。Ⅱ型：4種類の血球を持つ。抱卵亜目イセエビ下目のイセェビ、

同亜目ザリガニ下目のアメリカンロブスターおよび同亜目ヤドカリ下目のヤマトホンヤドカリ

が含まれた。Ⅲ型：3種類の血球を持つ。抱卵亜目ザリガニ下目のアメリカザリガニとカニ下
目のモクズガニがこの型に属した。Ⅳ型：2種類の血球を持つ。抱卵亜目コエビ下目テナガエ

ビ科(5種)とヌマエビ科(3種)が本型に含まれた。軟甲亜綱シャコ下綱口脚目のシャコとトゲシ

ャコ、および同亜綱フクロエビ上目等脚目のフナムシにはI型十脚目と同様な8種類の血球が

観察された。しかし、フクロエビ上目端脚目のカギメリタヨコエビでは、血球は2種類であっ

た。原始的な甲殻類である鯉脚亜綱ホウネンエビ下綱無甲目のホウネンエビでは2種類の血球

が観察された。しかし、同目のブラインシュリンプには1種類の血球のみが認められた。同亜
綱カプトエビ下綱背甲目のアジアカプトエビでは1種類の穎粒球のみが観察された。血球組成

の違いは血球機能の進化･分化に関連すると推察される｡これまで同一名称の血球であっても、

種間で機能に違いが報告されてきたことは、血球組成の違いが原因ではないかと思われる。

HemocytesofCrustacea

MasakazuKondo'*,MasayoYoshida",YukinoriTakahashi"andSusumuTomonaga.）
NationalFisheriesUniversity"andYamaguchiUniversity"'

P10BrdU取り込み実験によるマボヤ(Halocynthiaroretzi)造血組織の研究
･石井照久'）・大竹伸一2）・沢田知夫3）・田中邦男2）

秋田大教文生物'）・日本大学医学部生物2〕・山口大医学部解剖学第一3）

ホヤ類は分類学上の位置から、生体防御の系統発生に関して興味深い動物群である。しかしながら生体防御反応

で中心的役割を担うと考えられる血球がどこで作られ、どのように増えているのかといった問題が未解決なグルー

プでもある。我々はマポヤにおいて造血組織を同定すべ<研究を重ねてきた。これまでに、3ケ月才・’年才・3

年才（成体）マポヤにおいて、消化管周囲の結合組織中に密に存在する好塩基性の小型球形（直径3-5nm)細胞が

Proliferatingcellnuclearantigen(PCNA)免疫染色に陽性であること、またこの細胞の電顕観察所見一大型の核
が細胞のほとんどを占め明瞭な核小体をもつ一からこの細胞をhemoblastと同定し、すでに報告した。

ホヤ類で造血に関する研究が困難なのは、5-Bromo-2'Deoxyuridine(BrdU)取り込み実験が難しいことと電顕観

察で分裂像が捕らえにくいことが原因と思われる。BrdU取り込みに関していえばホヤ類での報告は少ない。これ

まで我々もマポヤのmvivoでのBrdUの取り込み実験は成功していなかったが、今回1年才のマポヤを用いてm

vivoでBrdU取り込みを確認できたので報告したい。マポヤ1年才をBrdU希釈海水中に16-24時間つけこんだ後、

固定、水洗、脱水、パラフィン包埋し、組織標本を作成し取り込みを証明することに成功した。抗BrdU抗体染色

による検討の結果、hemoblastの約90%以上がBrdU取り込みを示し、消化管周囲の結合組織中に密に集結してい

るhemoblastがDNA合成を行っていることが分かった。さらにhemoblastでない分化した血球の約40%がBrdU

取り込みを示した。核へのBrdU取り込みがDNA合成を意味するならば、我々の推測、すなわち、マボヤでの主

要な造血組織は消化管周辺のhemoblastを密に含む細胞塊域である、そして体のあちこちでも小規模な造血が行わ

れていて、循環血中の血球も分裂・増殖するということがより検証きれたと思われる。

StudyontheBrdUuptakebythehemopoietictissueofthesolitaryascidian.〃αわり"7肋極rore”

T副uhisaIshii",Shin-IchiOhtake",TomooSawada",KunioTanaka*'
●

Div.ofBiol.,AkitaUniv.",Dept.ofBiol.,NihonUniv.Sch.Med.",Dept.ofAnat.,YamaguchiUniv.Sch.ofMed."
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P11マボヤ歴TrunkLateral細胞(TLC)特異的遺伝子
高橋弘樹')・佐藤矩行2》

基生研')。さきがけ研究21"・京大院理2）

血球分化の分子メカニズムを発生生物学的に解析することは、免疫担当細胞の機能分化の機

構とその免疫システムを解明する上での基礎になると考えられる。これまで脊椎動物において、

血球分化と機能発現にサイトカインをはじめとする液性の因子が重要な働きをすること。また、

転写因子であるGATA遺伝子、Pax遺伝子あるいはT-box遺伝子などが、ある血球に特異的に

発現し遺伝子カスケードを働かせることで血球分化を担っていることが考えられている。血球

分化により免疫担当細胞の機能が多様化し、その上で免疫システムが成り立っているともいえ

る。原始的な脊索動物である尾索類ホヤは脊椎動物における免役システムの進化を考える上で

重要な生物であるのみならず、脊索動物門において最も初期発生過程における細胞系譜が明ら

かにされている生物であるという特徴を持つ。マボヤでは、64細胞期歴の両側一対のA7.6細

胞が尾芽歴期のTrunkLateral細胞(TLC)となり、そのTLCから成体の血球が分化することが、

リニエージトレース実験および、TLC特異的モノクローナル抗体による解析などによって示

めされている。今回、我々はTLCに特異的に発現するHrTLCノと励'TLC2遺伝子を単離し、

それぞれの遺伝子が神経歴期から尾芽旺期のTLCに特異的に発現することを明らかにした。

これらTLC特異的遺伝子HrTLCノと緋TLC2は血球分化の分子メカニズムを解析する上での

重要なプローブとなりえる。

TrunkLateralCell-SpecificGenesoftheAscidianHalocym〃αroretzi

HirokiTakahashi"andNoriSatoh*》

NationalInstituteforBasicBiology",PRESTO",KyotoUniversity*'

PI2マポヤの自然免疫機桐におけるシグナル伝達分子のクローニング
o山上恩、安住薦、横沢英良

北海道大学大学院薬学研究科・生化学分野

ホヤ類は幼生期に脊索を持つことから原索動物として分類され、系統分類学的に脊椎動物に

最も近い無脊椎動物として位凹付けられる．ホヤ類の体液には分化したTリンパ球やBリンパ

球、免疫グロブリンが存在せず、他の無脊椎動物と同様に自然免疫機梢により外来の異物を排

除していると考えられる。近年、自然免疫機櫛で重要な役割を果たしていると考えられる

Toll-likereceptorが生物界に広く存在し、その栂造も高度に保存されていることが報告されて

いる。そこで、無脊椎動物から脊椎動物への移行期の生物といえるホヤ類に、Toll-likereceptor
を介するシグナル伝達系が存在するか否かの解析を肢みた。

既知分子のアミノ酸配列をもとに股計した混合プライマーとPCRを用いたクローニングに

より、マポヤ体腔細胞cDNAライブラリーから、Toll-likerecepto『を介するシグナル伝達系の

アダプター分子として知られるMyD88とTollipのホモログを単畷した．MyD88ホモログは、N

末娼側にDcalhdomain、C末嫡側にTIRdomainを有し、ヒトMyD88と25%の相同性を示す．

一方、Tollipホモログは、C2domainを有し、ヒトTollipと43%の相同性を示す．
哨乳類における2つのアダプター分子の存在がマポヤで明らかになったことから、ホヤ類に

もToll-likereceptorを介するシグナル伝達系が存在すると考えられる．

CloningofToll-mediatedsignalingmoleculesintheinnateimmunemechanismsin〃αﾉocy〃f〃α

roF“zi

M̂egumiYamakami,KaoruAzumi,andHideyoshiYokosawa

DepartmentofBiochemistry,GraduateSchoolofPharmaceuticalSciences,HokkaidoUniversity
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P13マアナゴ牌臓のエリプソイドにおける動脈球注射したラテックスビーズ移行の電顕像
o古川豊和・鈴木幸弥・厚田静男・中村修・渡辺翼!)・中村弘明”

北里大学水産学部'）・東京歯科大学生物学2）

私たちは今までの研究で、マアナゴCongermyriasterの牌臓によく発達したellipsoid(̂ )を見い

だしている。本研究ではマアナゴを異物処理の優れたモデルと考え、蛍光ラテックスビーズ

(LB)をマアナゴに注射し、牌臓における取り込みと移行に働く組織細胞の微細形態を調べた。

マアナゴを麻酔後、開胸し、動脈球に直径0.5/imまたは2.0/iinの蛍光LBを注射した。そ

の後切開部を縫合し、無給餌で飼育した。経時的にマアナゴを取り上げ、腎瞳と牌瞬を2．5％

glutaraldehyde-2%paraformaldehyde(0.1Mリン酸緩衝液,pH7.2)で固定した。光学顕微鏡用の
標本は、JB-4樹脂に包埋し、電子顕微鏡用の標本は、epo河樹脂に包埋した。

マアナゴ牌臓のellipsoidは直径0.5jumのLBを取り込んでいたが、直径2.0timのLBは取り

込んでいなかった。LBは時間の経過と共にmelanomacrophagecenter(MMC)に多く見られた。趣子

顕微鏡観察により、ellipsoid内でLBを取り込んでいるマクロファージが見られたが、内皮細胞
や細網細胞は取り込んでいなかった。造血組織やMMCにもLBを取り込んでいるマクロファ

ージが見られたことから、マクロファージによって取り込まれたLBは、ellipsoidからMMCに

移行すると考えられる。MMCでは、メラニン穎粒を多数含んでいる大きい多核の細胞の中に

もLBがあったが、これはマクロファージが融合したものかもしれない。

ElectronMicroscopicalStudyofIntra-ArteriallyInjectedLatexBeadsMigrationintheSplenicEllipsoidsofJapanese

CongerConger〃り"ねsrer

T.Funikawa,Y.Suzuki,S.Atsuta,O.Nakamura,T.Watanabe"andH.Nakamura"

SchoolofFisheriesSciences,KitasatoUniversity",LaboratoryofBiology,TokyoDentalCollege".

PI4キチン／キトサン関連物質による培養ニジマスマクロファージの活性化
o渡辺翼、日野和義、厚田静男、中村修

北里大学水産学部

甲殻類の殻に大避に含まれるキチン／キトサンは、抗菌作用や免疫賦活作用などの多犠な生理活性が知られてお

り、様々 な分野で利用されている。我々 はこれらの物質が魚類の生体防御機構に与える影響をニジマス

o"c＠rhynchusmykissの常在腹腔マクロファージの培養系を用いて調ぺたので報告する。
ニジマスの腹腔細胞を培養フラスコに吸着し、10%FBS加RPMI1640(RPMI10)を用いて20℃で培養し、継代
15.30代のもの(RTM5)を用いた。RTM5をRPMI10で10/ig/mlに調整したキチン／キトサン関連物質で3週間
培養した。この細胞を用いて、蛍光Latexbeadsに対する食食能、NBT還元法による活性酸素産生能を調べた。さ
らに、抗ヒト皿1αおよびTNFαによる蛍光抗体法による染色をおこない、RTM5のサイトカイン産生を調べた。
被検物質の内、分子量約9,500の水溶性低分子キトサン(s-chitosan)、キトサンオリゴ糖、キチンオリゴ糖、N-
アセチルグルコサミン、D-グルコサミン塩酸塩にRTM5の貧食能促進作用が見られた。S･chitosanは、RTM5の活

性酸素産生能も上昇させ、ヒトIL1aおよびTNFαと同じ抗原性を有するタンパク質の合成能も上昇させた。これ

らのことから、キチン／キトサン関連物質がニジマスの培養マクロファージの各種活性も賦活することが確かめら
れ、その賦活作用が、マクロファージのサイトカイン産生を促進することによる可能性が示唆された。

Activationofculturedrainbowtroutmacrophagesbychitin/chitosanderivatives

T.Watanabe,K.Hino,S.AtsutaandO.Nakamura

LaboratoryofFishPathology,SchoolofFisheriesSciences,KitasatoUniversity.
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P15キンギョの免疫機能に対するベンツピレンの影響
o菊池慎一’）・中村弘明I）・小林隆弘2）・菅谷芳雄3）

．東京歯科大学生物学研究室’）・国立環境研究所環境健康領域2）・

国立環境研究所化学物質環境リスク研究センター3）

環境汚染化学物質には動物の内分泌搬能撹乱物質として位腫づけられているものが多数ある

が、それらは内分泌機能の撹乱にとどまらず、広く生理機能全般に影響を与えていることが考

えられる。したがって動物の生残にかかわる免疫機能も、環境汚染化学物質から何らかの影響

を受けていることが予想される。今回は、潔境汚染化学物質の一つであるベンツピレン(BaP)

が魚類の免疫磯能に与える影響を知るために、BaPをトウモロコシ油に溶かして、キンギョの

腹腔に注射し、7日後に牌臓、鴨臓を中心に組織学的観察を行った。また、同じ方法でBaPを

注射した7日後にインディアンインクを注射し、その3日後に牌蝋と腎職におけるカーボン粒

の取り込みを組織学的に観察して、同器官内に分布する造血組織の異物処理能におよぼすBaP

の影響を評価した。光顕による組織学的な観察では、造血組織にBaPの影響と思われる目立っ

た変性は観察されなかったが、牌蝋ではカーボン粒の取り込みに若干の低下がみられた。この

ことは、キンギョ牌臓の異物処理能に対して、BaPが抑制的に働くことを示唆していると思わ

れる。

Effectofbenzo(a)pyreneonhostdefensemechanismsinthegoldfishCarassiusα"r“"J

Shin-ichiKikuchi'*,HiroakiNakamura",TakahiroKobayashi*'andYoshioSugaya*'

"TokyoDentalCollege,*'"NationalInstituteforEnvironmentalStudies

PI6 Effectsofsteroidhormonesontheactivitiesofleukocytesincommoncarp

NilRatanSaha,TakeshiUsamiandYuzuruSuzuki

FisheriesLaboratory,TheUniversityofTokyo

血traduction:Steroidhormonesplayanimportantroleintheregulationofimmunesystem.Thepresentstudywas

emphasizedtoexaminetheinvitroeffectsofsteroidhormonesontheactivitiesofleukocytesincommoncarp.

Methods:Carpleukocytes(lymphocyterichfraction)wereisolatedfromblood,spleen,andheadkidneyand

culturedfor24hintheabsenceorpresenceofsteroidhormones,i.e､,Cortisol(F),testosterone(T),11-

ketotestosterone(T)andestradiol-njSfe),atthedoseof1,10andlOOng/ml.NumbersofIgM-secretingcells

(IgMSC)andtheamountofIgM-secretionweremeasuredbyen可me-linkedimmunospotassay(ELISPOT)and

enzyme-linkedimmunosorbentassay(ELISA),respectively.Apoptosisofleukocytesinducedbysteroidswere

analyzedbyflowcytometryfollowingfluoresceindiacetate(FDA)/propidiumiodide(PI)doublestainingtechnique.

ResultsandDiscussions:FsignificantlyreducedthenumberofIgMSCdosedependentlyandalsosuppressedthe

amountofIgM-secretion・Ontheotherhand,sexsteroidshadnoeffectsonIgMSCandIgMsecretion.About10%

ofleukocytes,i.e.,lymphocytesrichfraction,wereinducedapoptosiswithin24hoursbyF,whilenotbysexsteroids.

Sexsteroidshavethusnoeffectsontheimmunesystemincarp,whichisnotsusceptibletopathogensdumgthe

spawningseasonunlikesalmonids.ReductionsofIgMSCandIgMsecretionbyFwerecausedatleastinpartby

apoptosisoflymphocytes.
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P17ウイルス感染防御における魚類の特異的細胞傷害能の役割
○仙本智軌'）・中西照幸2）・岡本信明'）

東京水産大学資源育成学科'）日本大学生物資源科学科2）

魚類の特異的細胞傷害活性のウイルス感染防御効果について検討するため、(1)生体内のウイ

ルス増殖と特異的細胞傷害活性の関係を調べ、さらに(2)感作白血球を同系魚に移入すること

による養子移入免疫研究を行った。【方法】(1)供試魚として、S3n系統クローンギンブナ、標
的細胞としてそれと遺伝的同系のCFS細胞、エフエクター細胞として末梢血白血球及び腎臓白

血球を用いた。抗原として、ギンブナに感染性を示すCruciancarphaematopoieticnecrosisvirus

(CHNV)を用いた。CHNVHO*TClDjo/ml/fish)を感染させ、その後の体内ウイルスカ価と特異的
細胞傷害活性及び特異抗体産生鼠の経日変化を調べた。生体内のウイルス感染価は感染魚から

各臓器及び血凝を採取し、常法によってウイルスカ価を測定した。細胞傷害活性は"Cr遊離法

により測定した。（2）ドナー細胞（感作白血球、非感作白血球）をウイルス接種する（力価：lO
"TCID̂ /mD1日前に同系レシピエントに移入した。【結果】CHNV感染後、咽乳類の細胞傷
害性T細胞(CTL)活性と同等の特徴を持つcHNv感染CFS細胞に対する特異的細胞傷害活性が
誘導された。特異的細胞傷害活性がピークを示した感染8日後にウイルスカ価の急激な減少が
みられた。また、傷害活性のピークを示した惑作後8日に採取したドナー細胞を移入したレシ
ビエントのみにおいて、病状の進行の抑制がみられた。以上の結果から、魚類のウイルス特異

的細胞傷害能はウイルス感染防御において重要な役割を担っていることが示唆された。

Aninvivoroleofspecificcell-mediatedcytotoxicityinprotectingfishfromviralinfections
l）

TomonoriSomamoto,1℃ruyukiNakanishi",andNobuakiOkamoto
TokyoUniversityofFisheries",NihonUniversity**"

P18コイにおけるチオエステル含有タンパク質の多様性と進化
中尾実樹・無津呂淳一・田中則之・加藤陽子・矢野友紀

九州大学農学研究院水族生化学研究室

チオエステル含有タンパク質ファミリーには、血清プロテアーゼ阻害剤であるα－マクログログリン

(aM)および補体成分であるC3、C4、C5が含まれる。これらは、C5を除いて、分子内チオエステ

ル結合を持ち、活性化されるとこの結合を開裂させて、標的となる分子に共有結合する能力を持つ。近

年、硬骨魚類の補体系の際立った特徴として、C3遺伝子が多重化していることが報告されている。

我々は、コイを実験魚として用い、C3遺伝子で起きたような多重化がチオエステル含有タンパク質フ

ァミリーの他のメンバーにも起きているかどうかを解析したところ、αM、C4、C5遺伝子も重複して

いることを見出した。また、興味深いことに、C3、C5およびαM遺伝子は比較的最近、すなわちコイ

の祖先がニジマスやメダカの祖先から分岐した後に多重化したのに対し、C4の遺伝子重複はかなり古

い時点に起こったことが示唆されている。各遺伝子の多重化が硬骨魚類の自然（先天性）免疫において

どのような役割を果たしているかは十分には解明されていないが、少なくともコイから単離された複数

のC3アイゾフォームは、標的分子に対する結合特異性が異なり、溶血活性にも差が認められる。さら

にαMやC4にも、アイソフオーム間に機能の違いを生じさせるようなアミノ酸置換が認められ、これ

らの分子が、遺伝子を多重化させることによって機能的多様性を獲得しているように見受けられる。今

回は、コイのチオエステル含有タンパク質の多様性から、補体を中心に硬骨魚類の生体防御戦略を考察

したい。

Diversityandevolutionofthethioesに『-containingproteinsincarp(C)リブ""uscarpio).

MikiNakao,JunichiMutsuro,NoriyukiTanaka,YokoKato,andTomokiYano

Lab.MarineBiochem.,GraduateSchoolofBioresourcesandBioenvironmentSci.,KyushuUniversity
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P19ﾆジﾏｽがﾚｸﾁﾝ分子の組織ならびに免疫細胞における分布
O黒田丹肋・穏川裕之幻・FischerUwe勾・K“IlnerBernd動・KfburyJnJ“GRC恥noo・柚混一郎幻・乙竹充s》・中西照幸Q・福田頴飽，、

東水大tD・篭島文理大口・Fed・RGB・anLViru8Di3､Animals羽・SnoPauloUniuo・養殖研剥・日大Q

ガレクチンファミリーは、Bガラクトシドに特異的結合を示す励物レクチンであり、その内の幾つかは免疫学的な磯能を

有することが知られている。演者らは先の報告会で、魚類で初めてタンデムリピートタイプ分子構造のガレクチン遺伝子

を単離し、そのmRNAがリンパ器官に発現していることや炎症・ウイルス感染でそのmRNA発現が増強すること等、当

鍍遺伝子が免疫に関連することを示唆する結果を報告した。今回演者らは、蛍光抗体法およびフローサイトメトリーによ

り、組織ならびに免疫細胞におけるガレクチンのタンパク質レベルの分布について解析を試みた。

抗ニジマスガレクチンウサギポリクローナル抗体(PoAb)を用い、ニジマスの凍結切片を間接蛍光抗体法で観察した。そ

の結果、mRNA発現の結果と同様に頭腎、牌戯、胸腺のリンパ器官において強い陽性を認めた。また、鰹や筋肉組織内に

常在する白血球および血管内皮細胞に陽性を鰐めた。なお、表皮や消化管上皮など粘液の存在する部位に陽性像が鱒めら

れ、この点については検肘の余地を残した。末梢血白血球に対し、抗ガレクチンPoAbと抗ニジマス栓球モノクローナル

抗体(MAb)もしくは抗ニジマスIgMMAbを用いた二m染色を行い、フローサイトメトリーに供試した｡結果、リンパ球(B

リンパ球、Tリンパ球)、単球、顎粒球のほぼ全てがガレクチン陽性であり栓球は陰性であった。固定した白血球標本でも

同様の結果を示したことから、これらの白血球群がガレクチンを産生し、その細胞膜表面に保有していることが推定され

た。ニジマスガレクチンはタンパク質レベルにおいても白血球に関連する局在を示し、その生物学的機能が免疫に関連す

ることを強く示唆した。

D鴎tributiono｢rain胸wtmutgalectinmol“uleintjBsu“andimmune“ll8

"A.Kuroda".H.Inagawa*.U.Fischer幻.B.Koellner*.J.R.KfouryJr..G-I.Soma力.M､Ototake動,TNakani8hiQandH,Fukuda1i

TbkyoUniv.Fisheries".TokushimaBunriUn鰍耳,Fed,Re8・antViruaDis.Animals*.SaoPauloUniv.",Nat.Res・Inst・Aquaculture",Nihon

UniuQ

P20イモリ補体第3成分の分離と同分子由来断片のアナフィラトキシン様活性
島崎洋次’）・前山一睡2）．o藤井保3）

愛媛大学ペンチャービジネスラブラトリー’）・愛媛大学薬理学2）・県立広島女子大学3）
補体系第3成分<C3)の存在は、脊椎動物のみならずホヤやウニな源の無春維、h鋤下士､認補体系第3成分<C3)の存在は、脊椎動物のみならずホヤやウニなどの無脊椎動物でも報告さ

れている。しかしながら、その活性化の過程で生成するα鎖由来の断片(C3a)について、その

生物活性を調べた報告は哨乳動物に限られている。そこで、本研究では、有尾両生類における

補体系の生物活性を解明する一環として、アカハライモリ(Cynopspyrrhogaster)を用いて、
同種C3由来断片におけるアナフイラトキシン活性の有無を調べた。まず、イモリ血清のポリ

エチレングリコール沈殿粗分画を出発材料にして、イオン交換、およびゲルろ過クロマトグラ

フィー法によりC3を分離・精製し、同分子が2本鎖椴造を有すること、α鎖上にチオールエ

ステル結合が局在することを明らかにした．次に、糟製したイモリC3をトリプシンで消化し、

得られた断片をイオン交換カラムで分離した．同分画断片をイモリ腹腔細胞にj〃”〃＠で添加

し、同細胞からのヒスタミンの遊離をHPLC-蛍光検出法により測定した。その結果、ヒスタミ

ンの遊磯はC3由来断片の添加により有意に促進することが示された。

以上の結果は、イモリC3が哨乳類C3との間で、構造的並びに機能的性状を共有しているこ

と、さらに、哨乳類アナフイラトキシンに相同と考えられる生物活性が有尾両生類の段階で既
に発現していることを強く示唆している．

Isolationofthethirdcomponentofcomplementanditsderivativewithanaphylatoxin-like

activityfromthenewtCynopspyrrhogaster

YoujiShimazaki'¥KazutakaMaeyama"and̂TamotsuFujiî)

EhimeUniversity*'andHiroshimaPrefecturalWomen'sUniversity*'
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P21ミドリガメにおけるJ鎖cDNA配列の決定とその局在について

○岩田有弘’》・岩瀬孝志’）・小林邦彦2》・茂呂周’）

1)日本大学歯学部病理学教室・2)北海道大学医学部小児科

呼吸器や消化管の粘膜表面は常に細菌やウイルスなどの感染因子に、又食事や環境中に含まれ

る有害な可溶性分子などにさらされている。人の微生物による疾患はそのほとんどが粘膜を侵

入門戸としている。これらの外来性の攻撃に対して、上皮でのコロニー化を防ぐ為の局所免疫

システムによる防御機栂が発達した。免疫学的な防御の第1段階は分泌型IgAによって行わ

れる。局所で産生される分泌型抗体の成分であるpolymericIgAはH鎖、L鎖に加えて、分

子量約15kDaのpolypeptideであるJ鎖を含む。J鎖cDNA配列はヒト、マウス、ウシ、ニ

ワトリ、フクロギツネ、カエル、ミミズから報告されているが、腿虫類のJ鎖については全く

解明されていない。そこで本研究ではカメのJ鎖cDNA配列をPCR及び5'RACE、3'RACE

法を用いて決定し、さらに各器官における遺伝子発現を検索した。

カメのJ鎖cDNAの全長は1934bp、openreadingframeは477bpであった。カメと他の

動物種とのJ鎖cDNA配列は高いhomologyを示し、ヒト(69%)、マウス(67%)、ウシ(69%)、

ニワトリ（76％)、フクロギツネ（70％)、ウシガエル(57％)、アフリカツメガエル(65％)、ミミズ

(59％)のhomologyを認めた。Northernblot分析ではカメのJ鎖mRNA発現は肺、胃、十

二指腸、直腸で18SrRNAより少し上方に明確なbandとして認められ、特に十二指腸で強い

発現を認めた。

Cloningandexpressionofturtle(Trachemysscripta)joining(J)-chaincDNA

○ArihiroIwata",TakashiIwase",KunihikoKobayashi*',ItaruMoro"
1)NihonUniversitySchoolofDentistry,2)HokkaidoUniversitySchoolofMedicine

－27－



第2日目

一般講演:pi～P21
（ポスター説明）

シンポジウム:si～S5

特別識寅:SL1&SL2



SI 昆虫の生体防御研究におけるクチクラの重要性

芦田正明

北海道大学・低温科学研究所・生化学

クチクラは一層の表皮細胞により分泌され､気管を含め昆虫の体表のすべてを覆っ

ている。したがって、クチクラは昆虫とその生息環境との接点に位置していることに

なる。多細胞生物は常にバクテリアやカビの侵入の脅威にさらされているが、昆虫も

その例外ではない。存在場所から考えて、生体防御におけるクチクラの戦略的重要性

は容易に想像できる。クチクラはともすると死んだ部分とみなされ、カビやバクテリ

アにたいして能動的に生体防御に関与していると考えられることは少なかった。しか

し、この見方は誤りであることが明らかにされつつある。クチクラの傷口にカビやバ

クテリアが存在すると、傷口の下部の表皮細胞は抗菌ペプチドを合成してクチクラヘ

分泌する。驚くべきことに、軽微なクチクラの傷口にバクテリアが存在すると、遠く

はなれた脂肪体で抗菌ペプチドmRNAの合成が誘導される。また、クチクラには血

液におけると同じようにフェノール酸化酵素前駆体活性化系が存在することが知ら

れている。昆虫の生体防御におけるクチクラの役割について我々が持っている知識は

断片的であり、それを支える分子機構については何も明らかにされていない。クチク

ラが形成される分子機構も手付かずの分野と言ってよい状況にある。

昆虫の生体防御機構をより良く理解するためにはクチクラの役割を理解する必要

がある。クチクラは、これまで昆虫の生体防御機構についての研究で対象にされるこ

とは稀であったが、じっくり研究すれば新発見の宝庫かもしれない。

Roleoftheinsectcuticleinthedefenseagainstbacteriaandfungi

MasaakiAshida

HokkaidoUniversity
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S2ショウジョウバエの生体防御反応を制御するパターン認識分子

倉田祥一朗

東北大学大学院薬学研究科

昆虫の体液性免疫は、すでに体液中に存在している因子による一次

反応と、新たな遺伝子発現を必要とする二次反応からなる。一次反応

としては、プロフェノールオキシダーゼ(proPO)カスケードが知ら

れており、二次反応では、抗菌ペプチドなどの産生誘導が挙げられる。

哨乳動物では、Tb11様受容体-4,2がLPSとペプチドグリカン

(PGN)の認識に関わることが示された。ショウジョウバエでは、

Tollのリガンドはspatzleであり、ToⅡはパターン認識分子として機能

しない。spatzleは感染時に活性化されるセリンプロテアーゼカスケー

ドによりpro-spatzleから生じ、セリンプロテアーゼから構成される

proPOカスケードとの関連が指摘されている。本シンポジウムでは、

ショウジョウバエのゲノム機能を利用した機能獲得型変異体スクリー

ニングにより同定した分子について述べる。この分子は、カイコの

PGN認識タンパク質(PGRP)と相同性を示した。この分子により、

proPOカスケードが活性化され、さらに抗菌ペプチドの産生が誘導さ

れた。したがって、PGRPは一次反応と二次反応を共に制御しうる昆

虫体液性免疫の鍵を担うパターン認識分子であると考えられる。

PGRPに相同性を示す遺伝子は、ショウジョウバエゲノムに13存在

しており、ショウジョウバエは、侵入する異物の多様性に複数の

PGRPを用意し対応しているものと考えられる。さらに、PGRPに相

同性を示す遺伝子は、マウスとヒトのゲノムにも存在することから、

PGRPが種を越えて自然免疫に関与している可能性が考えられる。

ApatternrecognitionproteinwhichregulatesimmuneresponseofDrosophila

ShoichiroKurata

GraduateSchoolofPharmaceuticalSciences,TohokuUniversity
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S3 カブトガニ生体防御系の特殊性と普遍性

丹羽允

大阪府立看護大学

カプトガニ（節足動物門、節口綱、剣尾目）はアジア大陸東南岸、北米大陸東岸に3属4

種が現存し、三葉虫に由来し4億年前デポン紀から基本的体制を変えずに進化してきた”生き

た化石”といわれる特異な動物であり、その形態学、発生学的研究は関口によって大成された。

カブトガニの血リンパ液はヘモシアニンやレクチン（野口，1903）を含んでいる。血リン

パ液の～8volune%を占める血球の99%は大小穎粒に富むamoebocyteで、1pgもの微量の

I癌や（1，3)－0－glucanによって脱穎粒し、凝固系cascadeがgelを作って菌体の被包化と止

血が起こるとともに、多種類の防御因子を放出する。岩永らの精力的研究でゲル化機構が解明

され、少なくも7種の抗菌物質(Grm陽性菌、陰性菌、真菌、ある種のVirusに有効）、16

種のレクチンなど約50種の防御因子が糖製され、その多くは1次～3次檎造まで決定されて

いて、中には噛乳類の唖等とdomain相同構造を持つものもある。これらの防御因子は協力

して、異物認識、凝固、凝集、殺菌から食菌にいたる生体防御ネットワークを作っている。一

見冗長と思える程のこの多重的防御機構は、個々の因子の特異性の幅は広くても、全体として

カプトガニが遭遇しうるほとんどの病原体を検知排除できる巧妙な仕組みであって、カブトガ

ニが永い進化の歴史を生き延び、無脊椎動物中で例外的に長命であることに寄与しているだろ

う，（種々の制約で生体感染実験ができないのが残念であるが）

噛乳類でも抗菌物質や補体レクチン経路があり、また′Ib11-1ikereceptorが体軸形成、

抗菌ペプチド誘導、I霊や異種皿の検知に働いているように、無脊椎動物と脊椎動物の生

体防御系の進化は断絶した道ではなく、特異性の高い獲得免疫も自然免疫の基盤の上に成立し

たものである。この意味でカブトガニという特殊な生物に自然免疫の全てのレパートリーと獲

得免疫への可能性が普遍的に発現しているといえよう。

自然免疫から獲得免役へのstepi皿がどのようにして起こったか、cytokineによる

celltocelltalk$>Toll-likereceptorの起源と多様性、など比較免疫学の今後の課題に

も、カブトガニの生体防御系のUnityinDiversityが役立つことと期待したい。

Thedefencesystemofhorseshoecrabs,itspeculiarityanduniversality.

MakotoNim

(OsakaPref・CollegeofNursing)

－31－



S4 カブトガニヘモシアニンの多機能性と生体防御反応

川畑俊一郎

九州大学・大学院理学研究院・生物科学部門

脊椎動物の感染微生物に対する防御反応は、自然免疫と適応免疫から成り立って

いる。適応免疫は、遺伝子再構成に基づく抗体の多様性を最大限に利用し、その特
異性を高めている。ところが、自然免疫に関連する蛋白質因子は、生殖細胞系列に

コードされており常に存在しているか、あるいは微生物侵入後に短時間に発現誘導

される。そのため、自然免疫の異物認識の特異性は適応免疫に比べて低いものの、

感染初期の生体防御に重要な役割を果していると考えられている。一方、節足動物

においては、抗体産生系の欠除のために異物認識レクチンや抗菌物質、フェノール

オキシダーゼ(PO)系を中心とする自然免疫が感染防御の主役である。

カプトガニ(Tach)桐ﾉeus耐叱"腫畑s)の体液に含まれる血球の99%は穎粒細胞で
占められている。その穎粒細胞内には、密度の異なる大、小2つの穎粒があって、

体液凝固因子、プロテアーゼインヒビター、レクチン、抗菌物質など生体防御関連

因子が選択的に貯蔵されている。その穎粒細胞は、グラム陰性菌の細胞壁成分であ

るリポ多糖(Lipopolysaccharides,LPS)に鋭敏に反応して穎粒成分を細胞外へ分泌し、
体液凝固のセリンプロテアーゼカスケードが起動して体液の流出が阻止される。同

時に、侵入した微生物はレクチンにより凝集されて異物認識と排除を誘発し、抗菌

物質で殺菌されるとともに、最終的には創傷治癒といった一連の生体防御反応を引
き起こすと考えられる。

甲殻類や昆虫のPOカスケードにおいても、LPSやβ1.3-グルカンに存在する特有の

分子パターンの認識が反応の引き金となる。甲殻類や昆虫のPO前駆体(proPO)は、
proPO活性化酵素と呼ばれるセリンプロテアーゼによって限定分解を受けて活性化

される。これらproPO-̂ proPO活性化酵素の一次構造が報告されるにつれて、proPO
は酸素運搬タンパク質であるヘモシアニンに、proPO活性化酵素はカプトガニの凝
固プロテアーゼ前駆体と、有意な配列類似性を示すことが判明した。最近、私達は

カプトガニのヘモシアニンがその体液凝固プロテアーゼの一つである凝固酵素と反
応してPO活性を示すことを見い出した（文献)o凝固酵素によるヘモシアニンから

POへの機能的変換は化学量論的であり、［ヘモシアニン]:[凝固酵素1=1:iで最
大に達した。また、この変換は活性部位のアルキル化により失活した凝固酵素を用
いても観察されることから、両者の複合体形成がヘモシアニンの機能変換に重要で

あると考えられる。活性化された体液凝固カスケードが、創傷部位の局所でヘモシ

アニンのPOへの機能変換を引き起こし、変換されたへモシアニンが生体防御因子と
して機能している可能性がある。

（文献)Nagai,T・andKawabata,S.(2000)/.Bioﾉ.Chem.275,29264-29267.

Horseshoecrabhemocyanin:themultifunctionalmoleculeoftheinnateimmunesystem.

Shun-ichiroKawabata

DepartmentofBiology,FacultyofSciences,KyushuUniversity
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S5 軟体動物の生体防御

比較免疫学研究所

古田恵美子

地球上には、脊椎をもたない無脊椎動物が全動物のおよそ95％を占めている。無脊椎動物は、ヒトを

含む脊椎動物の何十倍、何百倍もの長きにわたってこの地球上に存在し、繁栄し続けている。しかし、

無脊椎動物はリンパ球や免疫グロブリンをもっていない。それにもかかわらず、この汚濁の世界に生き

続ける無脊椎動物の生命を支えているものは何か？陸棲軟体動物を中心に軟体動物の生体防御系を論

じてみたい。

1）免疫に関わる細胞

軟体動物は一般に7綱に分類され、タコやイカを含む頭足類、カキ、ハマグリなどの二枚貝類、およ

び水棲または陸棲カタツムリやナメクジ類を含む腹足類などがよく知られている。生体が異物と出会っ

た時、最初に起こる反応は、認識、貧食である。ナメクジに血万四mvitroで、ヒツジ赤血球、ラテ

ックスビーズ、酵母菌を投与すると、マクロファージが大量に貧食する。イガイの免疫細胞は、ヒト単

核球／マクロファージによく似た形態と機能をもち、LPSに対する血球反応も類似する。アメリカ産カ

キおよびハマグリの体液細胞は全ての細胞が食食するといわれている。カキでは細菌を注入すると、頚

粒求は80％以上､小頼粒球は10.20％の割合で貧食する｡ハマグリでは､頼粒球が13％､小穎粒球は2．5％

の割合で貧食し、温度依存性である。淡水産腹足類の食細胞は1種類でamoebocyteと呼ばれ、異物の

認識･食食に当たる。タコでは、体液細胞は1種類で脊椎動物の頚粒球と単球を合わせた形態をもつ。

これらの動物の食細胞は、異物の貧食作用だけではなく、状況に応じて、包囲化作用、創傷治癒にも

関わる。

2）体液因子

多くの無脊椎動物で、種々な抗原に対する凝集素の存在が報告されている。その活性をもつ分子は、

いくつかの動物では明らかに生体防御の役割を演じて、非自己認識に役立っている。軟体動物では、体

液中に血球凝集活性が存在し、この凝集素はしばしば体液細胞の食作用を増強するオプソニン効果を示

す。ナメクジでは、体表に大量に存在する粘液中に、また体液中にレクチンが存在し、特異的にN-アセ

チルガラクトサミンを認識し、さらにナメクジマクロファージの食作用を増強する。体表粘液レクチン

は分子量がISkDaでインシラリンA,B,Cを含む。

その他、抗菌、抗ウイルス活性をもつものもある。我々 は最近、ナメクジ体表粘液中に、水に易溶性

で、エタノール上清に含有するきわめて低分子量の物質が存在し、特異的に噸乳類のマクロファージを

殺傷する因子を見つけた。ナメクジにとって如何なる作用をもつか明らかではないが、医薬品として役

立つ物質として開発して行きたいと考えている。

軟体動物の生体防御機構はすべて解明されているわけではないが、これまで発見された物質に加えて、

さらに新しい物質の発見が期待される。またごく最近我々は、ナメクジの移植片においてパーフォリン

様物質によってアポトーシスが引き起こされ、拒絶されることも明らかにした。今後は分子生物学的手

法を用いることによって、系統発生学的な追求がなされなければならないと考える。

InternalDefenseSystemofMolluscs

EmikoFuruta

InstituteofComparativeImmunology
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SL1 センチニクバエの生体防御機構

名取俊二

理化学研究所名取特別研究室

昆虫には、体に傷がついたり細菌が感染したりすると、様々な生体防御分子を体液中に作

り出して生体の恒常性を維持しようとする能力が備わっている。これらの分子は昆虫の生体防

御機構の中で中心的な役割を果たしている。こ講演では、センチニクパエ（釦F℃”αga

peregri"α）の生体防御分子の機能と特徴を解説し、進化的な立場からこれらの分子の起源につ
いて考察する。

1．抗菌蛋白一センチニクバエの抗菌蛋白の主要なものは、主としてグラム陰性菌に作用す

るSaicotoxinIと、主としてグラム陽性菌に作用するSapecinである。いずれも幅広い抗菌ス
ペクトルを示し、殺菌的に作用する。これら二つの蛋白に共通する特徴として、構造が少しず

つ違う複数のサブタイプが存在することである。サプタイプはそれぞれ独立した遺伝子の産物

で、その遺伝子はDNA上の比較的せまい領域にクラスターを形成して存在する。もう一つの

特徴は、二つの蛋白の遺伝子とも幼虫の体表に傷をつけた時だけでなく、旺の時期と蝿の時期

に一過性の発現が認められることである。Sapecinには抗菌活性以外に、旺細胞の増殖促進活

性があることが判明した。したがって、庇の時期に見られるSapecin遺伝子の一過的な発現は、

細胞増殖因子としてのSapecinを産生するためと考えられる。Sapecinは本来旺細胞の増殖因
子であるが、同じ蛋白が緊急時には抗菌蛋白として動員されるものと思われる。

2.Sat℃”hagaレクチンーセンチニクバエのもう一つの生体防御蛋白として＆"℃叩hagaレ
クチンがある。その機能は、異物の排除である。例えば、羊赤血球のような異種細胞を幼虫の

体腔に注入すると、血球は釦'℃城αgαレクチン依存に排除されることが示されている。この

レクチンも体表に傷をつけた時だけでなく､旺の時期と蝿の時期に一過性の発現が認められる。

この場合には、蝿の中での機能が明らかになった。蝿の中では、エクダイソン依存に成虫原基

が釦『℃軸αgαレクチンを産生するようになる。産生されたレクチンは成虫原基にオートクラ

イン的に働いて､原基の成虫構造への分化を促進することが分かった。したがって､s上"℃叩加gα
レクチンも本来は成虫原基の分化に必須の因子として存在するが、緊急時には異物排除のため

に動員されると考えられる。このように昆虫は、本来個体発生の過程で使う蛋白を、緊急時に

はうまく自己防衛のために利用する能力を獲得したと考えられる。すなわち、昆虫の生体防御

蛋白の中には、二つの機能を持つものがあると言うことになる。

3．SapecinBの分子進化-Sapecin型の抗菌蛋白は双迩目、膜趨目、鞘遡目、半迩目、トン

ボ目の昆虫では見つかっているが、何故か鱗迩目では報告がない。しかし、奇妙なことにサソ

リにはこのタイプの蛋白力現つかっている。Sapecinのサブタイプの一つであるSapecinBの構
造をよく見ると、サソリ毒であるCharybdotoxinとよく似ている。またこの二つの蛋白の二次

構造も酷似している。CharybdotoxinはK-チャネルの強力な阻害物質であるが、SapecinBにも
Charybdotoxinの1/10程度であるが、ラット小脳のプルキンエ細胞のK-チャネルを阻害する活

性が認められる。また、正常な幼虫の脳の中にSapecinBが存在することが確認された。この
二つのタンパクは本来共通の祖先型遺伝子の産物で、サソリでは外敵を攻撃する攻撃因子とし

て使われるように進化し、昆虫ではK-チャネルを制御する一方、感染防御のための防御因子

として進化したのかも知れない。

DefenseMechansmof釦『℃叩hagapaEgri"α

ShunjiNatori

TheInstituteofChemicalandPhysicalreseaich
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SL2 比較免疫学と発生

片桐千明

天使大学・教養教育科

「日本比較免疫学会」の発足に先立って1976年以降日本動物学会のサテライトシン

ポジウムとして毎年開かれていた「比較免疫学シンポジウム」をふりかえってみると、そ

の目指すところは、1977年に発刊されたジャーナル"DevelopmentalandCompa-

rativeImmunology"のそれに期せずして呼応したものであった。しかし初期の主要な関

心は、1960～70年代にめざましい発展をとげつつあったマウスを中心とする噛乳類

の獲得免疫に関する知見の影響を当然のことながら強く受けた。つまり、機能分子として

のIgおよび二次応答の有無とその担い手としてのリンパ球を指標に防御反応をみると言う

方法論が主流で、その流れが獲得免疫能力を段階的に備えた有顎脊椎動物とそれを一部ま

たはすべて欠く無顎脊椎動物及び無脊椎動物との違いを分子的にどう理解するかと言う現

代の問題提起につながっている。一方、面白いことに1980年代に入ると上記シンポジ

ウムでの演題に無脊椎動物が登場する比率が増してくる。それは無脊椎動物には上述の脊

椎動物型免疫の指標を満たす応答様式が見出せず、またいわゆる系統発生の図式と単純に

合致しないさまざまな防御反応のパターンがあるという観察から必然的に痛感された、個

別事象に即した関心と問題発掘の必要性に根ざしたものと思われる。またこの傾向は、分

子生物学に代表される還元主義主導の生物学から多様性を重んじる生物学への新しい流れ

に符合するのかも知れない。

ところで、比較免疫学を生体防御の系統発生的研究ととらえると、DCIのD,すなわち

Developmentalは個体発生を意味するとしなければ言葉の重複になる。比較免疫学の研

究で個体発生的理解はなぜかくも重視されるのだろうか？それは、よく知られる「個体発

生は系統発生を繰り返す」というフレーズが正しいからではなく、クロン選択説、T，B

細胞の分化、免疫寛容性の成立など、獲得免疫の成立のしくみの基本的理解に個体発生的

発想が不可欠であることからも容易に伺われる。そのような意味合いから、哨乳類以外の

モデルをもちいて個体発生的な発想と関心に基づいて行われた研究例を紹介し、その生物

学的意義を考えたい。

DevelopmentandComparativeImmunology

ChiakiKatagiri

TenshiCollege
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S6 群体ボヤにおける群体特異性

斉藤康典

筑波大学下田臨海実験センター

群体性のホヤの多くの種では，同種の異群体が接触した場合，癒合して一つの群体とな

るか或いは癒合しないという「群体特異性」と呼ばれる現象が知られている．この現象は

2群体接触後1日ほどで現れる速い反応である．丘と渡遥のミダレキクイタボヤに於ける

研究で，この現象が遺伝的に支配されている自己・非自己認識反応(allorecognltion)

の一種であることが明らかとなっている．彼らは，この遺伝子（癒合性遺伝子）は複対立

遺伝子で，各群体は一対の癒合性遺伝子を持ち，そのうち一つ或いは両方を共有する群体

間では癒合し，共通の癒合性遺伝子を持たない群体間では拒絶するとした．また，半数体

－2倍体不和合性で自家受精を防止することで，この遺伝子は常にヘテロで保持され，集

団内での多型性が非常に高いことも示した．この様な癒合性遺伝子の性質は脊椎動物の主

要組織適合遺伝子(MHOと非常に類似していることから，移植免疫能の進化という側

面から多くの研究がなされてきたが，癒合性遺伝子自体が捕らえられず,MHCとの詳細

な比較ができてないのが現状である．

一方，丘・渡遥の研究以後，多くの種のイタポヤ類でも同じ遺伝的法則で群体特異性が

発現されることが報告されている．さらに，各種の群体特異性の発現様式の研究から，拒

絶反応は癒合過程の途中で癒合の進行を阻止するように現れ，種によって癒合過程の異な

るステージに拒絶反応を引き起こすことが示された．そして，有性生殖の様式が進化した

種ほど，癒合過程の早いステージで拒絶反応が現れる傾向があることも調べられている．

拒絶反応の発現様式の多様性は，このallorecognltionの機能が進化の過程で比較的速い

速度で変化することを示唆している．

また，癒合性遺伝子の一つを共有する群体間で癒合したときに，1－2週間たってから

一方の群体の個虫が全て退化吸収される現象(colonyresorption)が報告されている．

これは，一種の拒絶反応であり移植免疫の拒絶反応に類似している．即ち，癒合性遺伝子

の完全な一致が適合癒合には必要であることを示唆し，よりMHCとの類似を示唆するも

のである.colonyresorptionはその後の研究から，癒合性遺伝子だけでなくminorな遺

伝子の関与もあることが示されている．そして，近年,colonyresorptionの勝ち組負け

組には遺伝的な階層(hierarchy)があることや，さらに興味深いことに，吸収された群

体の体細胞(somaticcell)や生殖細胞(germcell)が完全に駆逐されないでキメラと

なって生き延びることが多いことも明らかになっている．

この様な事実は，群体特異性でのallorecognltionが，決して生体防御のために発達し

たのではないことを示唆している．おそらく，この機能は固着生活をし，しかも群体性と

いう体制のために，生活空間で生き残る戦略上獲得した特殊な機能では無いだろうか．

丘・渡遥以来半世紀にわたって蓄積されてきた情報をもとに，群体特異性の生物学的意義

について検討してみたい．

ColonyspecificityIncompoundascidians

YasunoriSaito

ShlmodaMarineResearchCenter,UniversityofTsukuba

－37－



S7ホヤ類の生体防御：マボヤ(Halocynthiaroi℃tzi)血球の生体防御反応
大竹伸一

日本大学医学部生物学教室

原索動物ホヤ類を用いた生体防御機構に関する研究は、免疫系の進化を探るうえで

重要である。免疫グロブリン、MHCやTCRなどの重要な認識分子の発現は、軟骨魚

類まで確認されており、円口類以下では明らかにされていない。従って、ホヤ類では、

先天性免疫によるシステムが主要な働きをしていることが考えられ、防御反応の主要

な部分は血球によっていることは疑いない。本講演では、マボヤ血球の防御反応を中

心に、形態学的な観察結果を報告する。マボヤの血球がどこで作られるのか確かなこ

とは分からなかった。我々は、電子顕微鏡観察、PCNA免疫染色やBrdU取り込み実

験によって消化管周囲の結合組織中に分裂能を有するhemoblastの集塊があり、こ

こが造血組織であることを示唆した。また、末梢血中にも分裂能を有する血球が存在

し、分化した血球も数を増して防御反応に参加する可能性があることが分かった。次

に、出血時や異物に対する反応をinvitroのモデル実験で調べてみると、食細胞によ

る異物排除と凝集反応とが際だった反応だった。異物は、オプソニン依存性の貧食に

よって、phago-amoebocyteに貧食され、大型の異物はfusogenic-phagocyteに
よって包囲されて処理された。ホヤ類には血液凝固系は知られていないが、血リンパ

が被嚢や筋肉に触れると速やかに血球が凝集する。この凝集反応には、ほとんど全て

の血球が参加するが、fibroblasticcellが凝集塊の核になっていた。凝集には数種類

のセリンプロテアーゼと、そのインヒビターが関与したカスケード反応の関与が示唆

されている。マボヤ血リンパから精製した58kDaインヒビター特異的モノクローナ

ル抗体を利用して調べた結果、fibroblasticcellの穎粒にインヒビター前駆体が存在

し、凝集時に放出され重要な役割をもつことが示唆された。マボヤに限らず、被嚢基

質には、ほとんど全てのタイプの血球が認められ、ここでの防御反応も活発であろう

と思われる。マボヤの被嚢で特徴的なのは、表皮に接した被嚢基質に多数のviriform

cellとよばれる細胞が局在していることである。viriformcellは、sub-cuticleの

形成に関与していることが示唆されるが、フェノールオキシダーゼ活性も認められ、

生体防御反応に重要な役割を果たしている可能性も考えられる。さらに、マボヤ血球

の防御反応では、ほ乳類のアロ認識反応との対比において、コンタクトリアクション

が注目される。マボヤのアロ傷害反応を抑制するモノクローナル抗体を用いて血球の

自己非自己認識機構を解析した結果、フコース残基が重要であることが分かった。こ

の知見はMHCの始原遺伝子の解明の手がかりになるかも知れない。

Defensemechanismsofascidians:Defensereactionofhemocytesof

Halocynthiaroretzi.

Shin-IchiOhtake

NihonUniversity
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S8ホヤ類の生体防御機構における液性防御因子の役割と免疫関連遺伝子の発現

安住薫・横沢英良

北海道大学大学院薬学研究科

系統発生学的な立場から、ホヤ類の生体防御機構として脊椎動物の免疫機構の祖先型

が存在すると考えられている。ホヤ体液中には免疫グロブリンおよび分化したT細胞や

B細胞は存在しないが、貧食能を有する体腔細胞を中心とする自然免疫機構により、外

来からの異物を排除あるいは無毒化する。本シンポジウムでは、現在までに報告されて

いる液性防御因子についてまとめ、さらに、最近、マボヤで見いだされた新知見につい

て紹介する。

1）マボヤの原始補体系：脊椎動物に特有と考えられていた補体系がマボヤにも存在

することが明らかになった。即ち、マボヤ体液中に、レクチン経路で補体成分C3を活

性化して異物表面に結合させるシステムが存在し、異物表面に結合したC3因子をマボ

ヤ体腔細胞表面上のC3レセプターが認識して食作用が促進されることが明らかになっ

た。なお、マボヤ体液中には別のオプソニン因子としてガラクトース特異的レクチン

(Gal-lectin)が存在するが、Gal-lectinはヒツジ赤血球の貧食を、C3因子は酵母の貧食

を促進する。

2）マボヤ体腔細胞における免疫関連遺伝子の発現：マボヤ体腔細胞において、凝集

刺激により4種類の遺伝子の発現が冗進されることが、mRNAデイファレンシヤルデイ

スブレイ法にて明らかになった。また、4種類の遺伝子の発現について、A74抗体によ

るA74膜蛋白質を介する刺激により誘導されること、細胞内カルシウムイオン、PI3キ

ナーゼ及びNF-AT様因子が関与することも明らかになった。さらに、そのうちの2種類

について全長cDNAが単離された。そして、一つはグルタチオンs-トランスフェラーゼ・

オメガ(CSTO)をコードすること、そのGSTOの発現が、マウスT細胞においても、抗

体による抗原レセプターを介する刺激で冗進することが明らかになった。即ち、免疫担

当細胞におけるGSTOの遺伝子発現は、ホヤ類と哨乳動物で共通の細胞内情報伝達系に

より制御されていると考えられる。一方、もう一つは新規蛋白質をコードする。

現在、ホヤゲノムの解析やホヤcDNAのEST解析が精力的に進められており、今後、

これらの遺伝子情報をもとにした新たな生体防御研究の展開が期待される。

RolesofhumoralfactorsandexpressionofimmunegenesinthehostdefenseofH.roretzi

KaoruAzumiandHideyoshiYokosawa

DepartmentofBiochemistry.GraduateSchoolofPharmaceuticalSciences,HokkaidoUniversity
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S9 円口類の生体防御

藤井保

県立広島女子大学生活科学部

円口類（無顎類）は今から5億年以上も前に現れた最も原始的な脊椎動物であり、現

存種としては、それぞれ別の網に属するヤツメウナギ類(lamprey)とメクラウナギ類

(hagfish)の2目があげられる。両グループの動物を比較すると、解剖学的、生理学的、

あるいは生態学的に互いにかなり隔たっており、2群の動物は地質学的に古い時代に分

岐し分化を遂げてきたと考えられている。円口類は、有顎脊椎動物（顎口類）とは対照

的に、明瞭に独立したリンパ器官が見出されていないこと、さらには、免疫学的認識に

与る免疫グロブリン(I9)、T細胞抗原レセプター(TCR)、および主要組織適合遺伝

子複合体(MHC)が何れも同定できないことから判断して、獲得免疫能を備えていな

い唯一の脊椎動物群と考えられている。

一方、カワヤツメ(Lampetrajaponica)補体第3成分(C3)の解析を契機に、その存

在様式が注目されてきた円口類の補体系は、顎口類のそれとは明らかに異なり、古典経

路や溶解経路を伴わない極めて原始的なレベルにある、と考えられている。しかし、円

口類の生体防御は、この原始的な補体系と貧食細胞系に強く依存している、という理解

が進みつつある。円口類の補体系が抗体非依存性の第二経路やレクチン経路をそれぞれ

独立した活性化経路として備えているのか、円口類の補体成分が同成分の分子進化のな

かでどのように位置づけられるのか、同成分がオプソニンとしての機能の他に多様な生

理活性を担っているのか、これらの疑問に対する明快な答えは、円口類の生体防御のみ

ならず、補体系の進化の過程を正しく理解するために必要不可欠な情報と考えられる。

また、ヌタウナギ（即腫咋tusburgeri)C3に関する一連の研究は、遺伝子サイドからの

予想（3本鎖構造）に反して、血清中のC3が、その前駆体(1本鎖）の不完全なプロ

セシングにより変則的な多鎖構造（α＋γ鎖とβ鎖とが架橋した2本鎖状）を呈してい

ることを強く示唆していた。この観察は、当然のことながら、機能分子としての理解を

深めるためには、遺伝子レベルでの研究と共に、タンパク質レベルでの研究が必須であ

ることを示唆している。

円口類の生体防御には、補体系以外の液性因子が、どの程度の役割を演じているので

あろうか。古典的な記載になりつつある円口類の同種皮膚移植片の拒絶反応に、貧食細

胞以外の白血球が関与しているのであろうか。さらに、円口類ではIgスーパーファミリー
に属する祖先型分子がどのような存在様式を示すのであろうか。これらの疑問は、当該

領域における理解を深めるために、重要な課題として残されている。

HostDefenseSystemsintheCyclostomes

TamotsuFujii

HiroshimaPrefecturalWomen'sUniv.
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S10 魚類の生体防御

中西照幸

日大生物資源科学部獣医学科

現存の魚類は、円口類、軟骨魚類及び硬骨魚類に分けられる。このうち円口類は最も下等な

魚類とされへ一方､硬骨魚類､中でも真骨類は種類数も多く最も分化の進んだグループである。

これら3つのグループの間はもちろんの事、同じ硬骨魚類の仲間でも種により免疫システムの

発達の程度はかなり異なり､これが魚類免疫研究を進めていく上での大きな障害となっている。

魚類の免疫機構の特徴として、第一に未分化な点が挙げられる｡すなわち、魚類のレベルで

は骨髄やリンパ節は存在せず、リンパ器官においても組織学的に未分化な場合が多い。特に、

円口類では胸腺や牌臓等のリンパ器官の分化は認められず､免疫グロブリン⑲､主要組織適合

遺伝子複合体(MHC)、T細胞レセプター(Iロリなどの特異的な抗原認識に関与する分子も未だ
見つかっていない。一方、軟骨魚類や硬骨魚類においては、胸腺牌臓等の独立したリンパ器

官を有し、 鮒生免疫鵬及ひ細M訓生蝿 いずれも高等脊椎動物に匹敵する機能的発達を

示す。また、哨乳類と同様な機能や特徴を備えたT,Bリンパ球が存在し、Ig､MHC，T℃Rな

どの特異的な抗原認識に関与する分子も総醐・構造的に哨乳類と同じレベルで分化を遂げて
いると考えられる。こうしたことから、特異性や言龍を備えた獲得免疫は魚類の中でも円口類
のレベルにおいては発達しておらず、軟骨魚類及び硬骨魚類から発達していると考えられる。

2番目の特徴は、体制と同様に免疫システムにおいても一般に単純であることである｡例えば、
哨乳類においては免疫グロブリンのサブクラスは5種類知られているが、硬骨魚類の真骨類で

は主な免疫グロブリンはI邸Iであり、ごく最近ゆの存在が遺伝子レベルで明らかとなった程
度である｡但し、軟骨魚類においてはI邸Iに加えて幾つかの免疫グロブリンが存在することや

I邸IのH鎖やL鎖に複数のアイソタイプが存在することが最近判ってきた。
最近の魚類免疫学の研究において特筆すべきこととして、北欧等で示されたワクチン利用に
よる魚類疾病の予防対策の成功とそれを背景とした魚類免疫研究の活発な展開が挙げられる。

また､Ig,皿1C､T℃Rやサイトカイン等の免疫関連分子に関する研究が遺伝子工学的手法の導
入により著しく進んだことである｡しかし､遺伝子レベルの研究にとどまっている場合が多く、
タンパクレベルでの研究や機能の解析が今後の課題として残されている。

本講演においては、先ず、上に述べた魚類の免疫機構の特徴と研究の現状及び課題について
述べる。次に、最近の我々 の研究の中から、クローンギンブナやホモ接合体クローンニジマス

を用いたアロ抗原あるいはウイルス抗原特異的細胞障害活性やMHCクラスI遺伝子の多型性
と機能に関する研究を紹介する。

DefenseMechanismsofFish

T℃ruyukiNakanishi

DepartmentofVeterinaryMedicine,CollegeofBiaresoui℃eSciences,NihonUniversity
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Sll 両生類の生体防御システム

栃内新

北海道大学・院・理・生物科学専攻・系統進化学講座

両生綱は脊椎動物としてはじめて陸上へと進出したグループであり、水中から空気中へと

いうドラスティックな生活環境の変化に対応するために、発達した骨格・筋肉からなる四肢

や皮膚をはじめとして摂食・呼吸・排出・生殖など、大規模な形態的・生理的な変革を成し

遂げた。現生の両生類は無尾類（カエル)、有尾類（イモリ、サンショウウオ）、無足類（ア

シナシイモリ）の三つの目に分けられている。

生体防御システムについてみると、このグループは魚類において出現し、輔乳類において

究極の展開を示している、T細胞およびB細胞を中心とする高度に洗練された免疫システム

のプロトタイプを完成させた進化段階と考えることができる。さらに、現存の無尾類と有尾

類とが、系統進化的にみて祖先・子孫という関係があるわけではないにもかかわらず、さま

ざまな生物学的現象と同様に有尾類の免疫システムが無尾類のそれに比べて、より原始的な

特徴を維持していることも、このグループ内における比較研究が重要であると考えられる原

因の一つである。一方、無足類の免疫システムに関しては、現在に至るまでほとんど研究さ

れていない。

免疫学として古典的な移植免疫実験が始められた1970年代には、有尾類と無尾類は同

じように好んで実験に用いられていたが、分子細胞生物学的手法を用いた研究の時代になる

と、研究対象は無尾類それもアフリカツメガエルー種に絞られてしまった観がある。それは、

この動物が両生類としては例外的に季節を選ばず実験室で繁殖できること、洗練された免疫

学実験には欠くことのできない大規模な近交系が作られていたこと、特定の組み合わせのツ

メガエノ順間雑種ではメスが自分自身と同じゲノム組成を持つ2倍体卵を産むのでそれを紫

外線照射精子で媒精することによって発生させると簡単にクローン集団が得られること、さ

らには膨大な分子細胞レベルの発生生物学的知見が蓄積されてきていること、などが主な理

由であろう。また、アフリカツメガエルの属する無尾類にはサカナのような生活をするオタ

マジャクシから、完全な陸生生活タイプのカエルへと変化する変態という、形態的のみなら

ず生理的にみてもきわめてユニークな過程があり、それに伴って興味深い変化を示す免疫シ

ステムの個体発生モデルとしても重要な位置を占めるようになってきている。

本講演では、アフリカツメガエルにおける研究から得られた結果を中心に、両生類の免疫

システム研究を回顧的に概観し、その進化的位置づけを再確鹿するとともに、両生類を用い

た研究を今後どのように展開していけるか、その可能性についても護論してみたい。

AmphibianDefenseSystem
TOCHINAIShin

DivisionofBiologicalSciences,GraduateSchoolofScience,HokkaidoUniversity
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SI2 鳥類免疫系の進化

中村俊博

財団法人日本生物科学研究所

免疫学の梨明期には、ニワトリに代表される鳥類を用いた実験から先端的な概

念が輩出した。特に免疫現象を細胞レベルで説明する段階ではその貢献度が大き

かったと言える。ファブリキウス嚢よりB細胞の概念、そこからT細胞の概念。

免疫細胞を旺に導入する実験によるGVHの誘導とT細胞の概念、さらに組織適

合性の概念及び免疫学的寛容の概念等である。

免疫細胞の分化と成熟という概念もニワトリ歴における移植実験あるいはニワ

トリ旺一ウズラ旺キメラの実験群がなければ決定的なものになったとは思えない。

この様に免疫学の最先端の実験の材料であった鳥類も、蛋白質、核酸といった

分子免疫学の進展やその分子の機能を直接的に解析できるトランスジェニックマ

ウスやノックアウトマウスが日常的に作製されるようになると、残念ながら、遺

伝的背景が均一な近交系を多く持ち性成熟までの期間が短いマウスが免疫系解析

の材料としての決定的な優位性を得たように思われる。

免疫系の進化という観点から鳥類を考えると、両生類で完成された基本的な免

疫系が鳥類・哨乳類の洗練された免疫系へと発展したように思われる。哨乳類と

鳥類の免疫系比較の最重要点は、この両者が同等の防御効果を発揮するための戦

略において、それらを担う組織・細胞や分子及びその分化と発現様式の機構的な

違いに注目することにあろう。再びファプリキウス嚢に戻ると、なぜ鳥類はB細

胞の分化にファプリキウス嚢を必要としたのか、逆になぜ哨乳類はファプリキウ

ス嚢無しにB細胞の高度な分化を達成し得たのだろうか。それは鳥類において

geneconversionが抗体の多様性を担っていることと関係があるのか。また、哨

乳類において非常に遺伝子密度の高いMHC領域が、鳥類においてはさらにコン

パクトになっているのは、自己非自己認識の遺伝子支配の効率に関係があるのだ

ろうか。鳥類を材料とした個体発生の解析の優位性が高度な免疫系への進化過程

を解明するきっかけとならないのだろうか。

免疫の実験において、ヒト以外の動物はその使用目的が免疫現象の一般的な原

理を追求する、免疫系を比較する、ヒトへの応用の基礎となるといったモデルと

しての使われかたが主要である。ニワトリを用いた免疫の研究は、それらに加え

て、直接的な応用が可能であるという点についても強調したい。

PhylogenyofAvianImmuneSystem

ToshihiroNakamura

NipponInstituteforBiologicalScience
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SI3 哨乳動物と他の動物の生体防御系の接点

和合治久

埼玉医科大学短期大学臨床検査学科免疫学

動物を系統発生的に並べると、単細胞である原生動物から初めて多細胞動物になった二旺葉

性の海綿動物、腔腸動物、さらに中旺葉を獲得した三旺葉性前口動物である扇形動物、環形動

物、軟体動物、節足動物と続く。そして後口動物として競皮動物と原索動物が出現した。これ

らの無脊椎動物は全動物の約95％を占めるほどに種分化を果たしたと言われている。一方、三

旺葉性の後口動物の中で脊椎を護得したのは魚類、両生類、肥虫類、鳥類及び哨乳類である。

このような動物の体制の複雑化と分業化に関連して進化した生体防御系も、現存する多くの動

物種の生体防御機構が解明されたので、その共通性と特殊性を考察できるようになった。

この観点で脊椎動物の防御系を展望すると、脊椎動物は防御に関与する免疫担当細胞の中で

特にリンパ球を獲得しそれを専業化させたと同時に、無脊椎動物では進化させることができな

かった抗体分子を発現可能にしたといえよう。とりわけ、哨乳類の免疫機構は高度に分業化と

専業化を果たした結果、生体防御因子間あるいは免疫細胞間での相互協力が不可欠になってい

る。Tリンパ球を生み出す胸腺も魚類では鰐（咽頭）の部位にあったのが、やがて肥虫類や鳥

類では頚部に、浦乳類では前縦隔へと移動する。一方、Bリンパ球が作る抗体分子も脊椎動物

の進化に関連して多様化し、魚類ではIgMが，両生類や肥虫類ではIghHMgY(IgGに匹敵）が出

現したし、鳥類になるとIgA-^IgGが、噛乳類ではIgD^IgEがさらに発現するに至った。

これらのリンパ球や抗体分子は高度な抗原特異性という性質を狸得したので、生体防御は細

胞性免疫及び液性免疫の両者においてきわめて特異性が高い。自己非自己の識別の目印になる

MHC分子は個体ごとに異なる多様性を生み出し、抗原と結合したMHCはTリンパ球の抗原レセプ

ターによって特異的に認識される。一方、Bリンパ球も細胞膜に結合している抗体が抗原レセ

プターとして機能し、抗原物質のエピトープに特異的に反応する。抗体分子は抗体可変部のH

鎖遺伝子(V,D,Jのグループ)とL鎖遺伝子(V,Jのグループ）を任意に組み合わせて新しい

遺伝子を作り出すという遺伝子再編成によって、多数の抗原に反応できるような多様性を猿得

している。したがって、こうした抗原特異性をきわめて精巧に発現できる哨乳類は反応特異性

と免疫記憶を特徴とする穫得免疫に防御の多くを委ねている。

しかし、動物の大部分はリンパ球も抗体も生まれつき所有していないので、脊椎動物の精巧

な抗原特異的免疫応答という防御システムは動物界全体としては少数派であり、むしろ特殊な

防御系とも考えられる。この意味で、脊椎動物（哨乳類）が他の動物と共通する防御システム

は、いわゆる自然免疫と呼ばれる反応系であり、ここに動物の生体防御の普遍性が潜んでいる。

無脊椎動物で発現する補体カスケード（主にレクチン経路)、感染防御物質産生系、体液凝固

システム、レクチン応答系、プロフェノール酸化酵素カスケードなどは重要な液性の異物応答

系であり、食作用系や細胞傷害系も不可欠な細胞性防御反応である。したがって脊椎動物もこ

うした無脊椎動物との共通接点を基本的に所有することが生命維持にきわめて重要であり、初

期に発動する自然免疫がなければ後に生じる獲得免疫も意味をもたなくなってくる。この観点

で、自然免疫の詳細な普遍的システムを解明することにより、哨乳類も含め種々の動物の健康

を感染症から守ることが可能になると思われる。

APointofContactinHostDefenseSystembetweenMammalandOtherAnimals

HaruhisaWago,SaitamaMedicalSchoolJuniorCollege
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和文。英文会則

および

講演発表者名簿



日本上上較免疫学会会貝U

I.名称

1．本会は、日本比較免疫学会征heJapaneseAssociationfor

Developmental&ComparativeImmunology;JADCI)と称する。

Ⅱ､且堕

1．本会は、比較免疫学に関する研究の進歩をはかることを目的とする。

Ⅲ.望整
1．本会は、その目的を達成するため、次の事業を行う。

1）学術集会の開催

2）学術集会Abstract集の発行

3)Newsの発行

4）国際比較免疫学会との交流

5）アジア・オセアニア地区研究者との交流

6）その他、本会の目的に必要と認められる事業

Ⅳ､会員

1．本会の会員は、その趣旨に賛同し所定の入会手続きを経たものとする。

1）個人会員：個人会費を納める者。

2）賛助会員：本会の趣旨に賛同し賛助会費を毎年継続的に納める者。

3）2年以上会費を滞納し､催告に応じないときは会員の資格を失う。

2．名誉会員は本人の承諾を得て、役員会が推薦し、総会で承認を得て決

定する。

1）なお、名誉会員は年会費および学術集会費を免除される。

V,役迦員
1．本会に、会長1名、副会長1名，庶務・会計1名，会計監査2名、

プログラム役員2名、抄録役員1名の役員をおく。

2会長は本会を代表する。会長は役員会を主催する。

3．会長は全個人会員の投票によって、得票数の最も多かった者に決定

する。また、役員会は候補者を推薦することができる。

4．会長を除く他の役員は会長が委嘱する。

5．役員の任期は2年とし、重任、再任を妨げない。会計監査は他と重

任できない．
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Ⅵ､会謹
1．総会は議決機関であり、会長は原則として年1回学術集会時にこれ

を招集し，出席会員を以って構成する。

2．役員会は会長が主催し、原則として年1回開く。

Ⅶ､金吐

1．本会の経費は会費その他の収入をもってあてる。会費は事務局に納

める。

2．会計年度は毎年4月1日より始まり翌年3月31日に終わる。

3．会計監査役員は、会計年度の終わりにその年度の決算を審査承認し、

総会に報告する。

画.会則改正

1．本会則の改廃は、総会において出席者の2/3以上の賛成を必要とす

る。

附則

個人会員の会費は、年額3000円とする。

賛助会員の会費は、1口20000円とする。

本会の事務局は、庶務・会計役員が所属する機関の施設におく。

事務局には役員に準ずる補助役員を置くことができる。

●
●
●
●

１
２
３
４
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THEJAPANESEASSOCIAI,IONFORDEVELOPMENTAL

ANDCOMPARAI,ⅣEIMMUNOLOGY(JADCI)

OFFICERS

April2000-March2002

PRESIDENT

EmikoFURUTA

InstituteofComparative
Immunology,
Hasunuma1250-9-401

Omiya330-0015

VICEPresidnet

HaruhisaWAGO

LaboratoryofImmunology
DepartmentofMedical
T℃chnology
SaitamaMedicalSchool

JuniorCollege
Saitama350-0495

SECRETORY/

TREASURER

KunioTANAKA

DepartmentofBiology
NihonUniversity
SchoolofMedicine

Itabashi-ku,

Tokyo173-8610

PROGRAMOFFICERS

MutuoKOBAYASHI

DepartmentofMedical
Entomology,
NationalInstituteof

InfectiousDiseases,

Toyama1-23-1
Shir1uku-ku,Tokyo
162-8640

HiroakiNAKAMURA

LaboratoryofBiology
TokyoDentalCollege
Mihama,Chiba261-8502

ABSTRACTOFFICER

MasatoshiYAMAZAKI

FacultyofPharmaceutical
Sciences

T℃ikyoUniversity
Sagamiko,Kanagawa
199-0195
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SusumuTOMONAGA
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YamaguchiUniversity
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ItaruMORO

DepartmentofPathology
NihonUniversity
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Chiyoda-ku,

Tokyo101-8310



CONSTITUTION

ArticleI・Name

1.ThenameoftheAssociationshallbeTheJapanese
DevelopmentalandComparativeImmunology(JADCI).

Associationfor

ArticleⅡ、Object，
1．TheAssociationshallbeanorganizationtoadvancestudiesondevelopmental
andcomparativeimmunology.

ArticleⅢ、Business

1.TheAssociationshallconductbusinessdescribedbelowtoachievetheObject
oftheAssociation.

1)Scientificmeeting.
2)PublicationofAbstractsofpapersreadintheScientificMeeting.
3)PublicarionofaNewsLetter.
4)CommunicationswithIntemationalSocietyforDevelopmentaland
ComparativeImmunology(ISDCI).
5)CommunicationswithscientistsintheAsia-PacificArea.
6)OtherbusinesswhichconsideredessentialtoachievetheObjectofthe
Association.

2.TheScientificMeeringshallbeorganizedandconductedbyaScientific
MeetingOrganizer.Tbrmoftheorganizershallbeoneyear.

ArticleⅣ、Membership
1.MembershipintheAssociationshallbeopentoscientistswhosharethestated
purposeoftheAssociation.Themembershipshallbeauthorizedby
registration.
1)Active(Individual)membersshallpayyearlydues.
2)CorporateAffiliate.Anyindividual,company,agency,oro屯anization
interestedinaccomplishingthepurposesoftheAssociationmaybecomea
CorporateAffiliateonthepaymentofafeeforannualduestobesetatthe
BusinessMeeting.
3)Memberswhoseannualduesremainunpaidfor2fiscalyearsormoreare
tobenotifiedinwritingbytheTreasurer,andifstillunpaidsuchamember
shallforfeitmembership.

2.AnhonorarymemberwillberecommendedbytheCouncilwithhis/herown
agreement,andthendecidedattheBusinessMeeting.
1)Anhonorarymemberisremittedtheannualmembershipduesandthe
paymentofafeeforjoiningtheAnnualMeeting.

ArticleV．Officers

1.OfficersoftheAssociationshallbeaPresident,aVice-President,a
Secretary-Treasurer,twoTrustees,twoProgramOfficersandanAbstract
Officer.

2.ThePresidentwillalwaysserveasaChairperson.ThePresidentwillpreside
overtheCouncilcomposedofofficersoftheAssociation.
3.CandidatesofthePresidentshallberecommendedintheCouncil,andthenthe
PresidentshallbeelectedbyamajorityvoteallActive(Individual)membersof
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theAssociation.

TheCouncilcanrecommendcandidatesfortheo缶ceofPresident.

4.AllOfficersexceptthePresidentshallbeaskedandnominatedbythe
President.

5.TermsofallOfficersshallbe2years,however,theycanbereappointed.
OfficersexcepttwoTrusteescanassumetwoormoreappointments.

ArticleⅥ、Meeting
1.BusinessMeetingshallbethemostauthorizedbodywhichwillbeopenedby
thePresident'scall.ThebusinessMeeting,consistingofattendedmembers,
shallbeheldonceayearasarule,inconjunctionwithaScientificMeeting.
2.TheCouncilcomposedoftheOfficersandpresidedoverbythePresidentshall
beheldannuallyasarule.

ArticleⅦ、Financial

1.FinancialexpenseoftheAssociationisbasedonannualduesofmembersand
theothersourcesofincome.AnnualduesarepayabletotheBusinessOffice.
2.FiscalcalendarshallstartApril1andendonMarch31.
3.Trusteesshallexamineannualaccountingbytheendoffiscalcalendarand
reportitattheBusinessMeeting.

ArticleⅧ、Amendments

1.Thisconstitutionmaybeamendedatanybusinessmeetingofmembers.More
than2/3ofthevotesofactive(Individual)memberspresentattheBusiness
MeetingsshallbenecessaryforAmendments.

APPENDIX

1.Annualduesoftheactive(individual)membersare3,000Japaneseyenahead.
2.Annualduesofthecorporateaffiliateare20,000Japaneseyenanaffiliate.
3．Secretary-TreasurershallbeinchargeoftheBusinessOfficeoftheAssociation.
TheSecretary-Treasurercannominatehis/herassistant(s).

Approved:November28,1989;Revised:August28,1991;Revised:August23,1999

*TheJADCIisα〃α肋"αノ〃増α"伽"o",butweopenourmembe獅坤”
scie"伽応α〃overtheworld.IfonewouldliketojointheJADCIasanactive
member,pleasesendyourmembershipdues(3,000yen)tothebankaccount
describedbelow.
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日本比較免疫学会

会 員名
2001年5月11日現在

（会員数212名）

所属変更等の訂正、E-mailアドレスの追記
がありましたら下記にお知らせ下さい

〒173-8610

日本比較免疫学会事務局

東京都板橋区大谷口上町30-1

日本大学医学部生物学教室内

TEL:03-3972-8111(内)2291
FAX:03-3972-0027(医学部庶務課）
E-mail:jadcitnk@med.nihon-u.ac.jp



名誉会員

村松繁MURAMATSUS田GERU

〒606-0097京都市左京区上高野前田町9-1(自宅）
(前)京都大学

TEL.075-711-4843

FAX.075-711-4843

E-mail.smuram@ip・media.kyoto-u.ac.jp

生体高次調節学

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３

4）

丹羽允NIWAMAKOID

〒591-8046堺市東三国ケ丘町2-1-4-203(自宅）
大阪府立看謹大学

1̂1.0722-57-3331(自宅）

カブトガニの生体防御系、内毒素反応性の比較生
化学

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３
４

渡遇浩WATANABEHIROSHI

〒18O-0002武蔵野市吉祥寺東町2-16-3(自宅）ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３ T圃当.0422-22-4578
FAX.0422-22-4578

ホヤ自己・非自己の認識4）
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新川徹ARAKAWA7ORU

1）〒305-8634茨城県つくば市大わし1-2

2）蚕糸･昆虫農業技術研究所生体情報部

3)TEL.0298-38-6085

E-mail,arak@nises.affrc.go.jp

4）昆虫生理学

阿部和厚ABEKAZUHIRO

1）〒060-8638札幌市北区北15条西7丁目
2）北海道大学大学院医学研究科
生体機能構造学講座

3)TEL.011-716-2111内線5033

4）哨乳動物免疫組織の機能形態学

阿部健之ABETA唾YUKI

〒173-8610東京都板橋区大谷口上町30-1

日本大学･医学部･生物学教室

TEL.03-3972-8111内線2291

E-mail・abeta@med.nihon-u.ac.jp

ホヤの血液研究

浅田伸彦ASADANOBUHIKO

〒700-0005岡山市理大町1-1

岡山理科大学理学部基礎理学科生物学教室

TEL.+81-86-256-9413

FAX.+81-86-256-8487

E-mail・asada@das.ous.ac.jp

ショウジョウバエの生体防御

1）

2）

3）

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３

4）

4）

相川真理AKAWAMARI

〒350-1332埼玉県狭山市下奥富883

(株)ゴトー養殖研究所

TEL.042-955-0555

FAX.042-952-0027

芦田正明ASHIDAMASAAKI

1）〒060-0819札幌市北区北19条西8丁目

2）北海道大学･低温科学研究所

3)TEL.011-706-6877

FAX､011-706-7142

4）昆虫の液性・生体防御反応

1）

2）

3）

4）

秋元一三AHMOIOKAZUMI

〒321-0293栃木県下都賀郡壬生町大字北小林880

濁協医科大学医学総合研究所共同

TEL.0282-87-2143(直通）

組織培養

厚田静男ATSUTASHIZUO

1）〒022-0101岩手県気仙郡三陸町越喜来字鳥頭
160－4

2）北里大学水産学部水族病理学研究室

3)TEL.0192-44-2121(内)239
FAX.0192-44-2125

E-mail,atsuta@nnet.ne.jp

4）魚病学・病理組織学

1）

2）

3）

4）

安藤孝雄ANDOTAKAO

1）〒501-0101岐阜県岐阜市曽我屋1646-1(自宅）
2）（前)(株)伊吹工業

3)TEL.058-239-2680

FAX.058-239-2680

4）食細胞における異物（主として病原菌）の認識
機構

安住薫AZUMIKAORU

1）〒060-0812札幌市北区北12条西6丁目

2）北海道大学大学院薬学研究科
生体分子薬学専攻細胞分子薬学講座
生化学分野

3)TEL.011-706-3917

4）原索動物マボヤのまるごとの免疫学

新井誠ARAIMAKOTO

1）〒277-0812千葉市柏市花野井354-4
エスタブレB202号室(自宅）

2）東京理科大学基礎工学部生物工学科
千葉研究室

3)TEL.0471-34-5384

E-mail・chibast@rs・noda・sut.ac.jp

4）免疫学

馬場威BABATSUYOSM

〒590-0504泉南市信達市場893-3-504(自宅）
(前)鹿児島大学農学部獣医公衆衛生学講座

TEL.0724-82-8530

ニワトリBリンパ球の個体発生、増殖･分化機構、
コイ、ニジマスの免疫応答および感染防御機構

1）

2）

3）

4）
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伊達敦子DATEATSUKO

1）〒112-8610文京区大塚2-1-1

2）お茶の水女子大学大学院人間文化研究科

3)TEL03-5978-5371(ﾀ゙ｲﾔﾙｲﾝ）

FAX.03-5978-5371(ﾀ゙ｲﾔﾙｲﾝ）

E-mail.datte@cc・ocha.ac.jp

4）分子進化学・集団遺伝学

BILEJ,MARTIN

1)PRAGUE4,VIDENSKA1083,

CZECHREPUBLIC,14220

2)Dept.Immunol.,Inst.Microbiol.,Acad.Sci.ofthe

CzechRepublic

3)TEL+420-606-115892

FAX.+420-2-472-1143

E-mail・mbilej@biomed.cas.cz

4)Comparativeimmunology
藤井玲子FUJIIREIKO

〒755-0151山口県宇部市大字西岐波229-235

（自宅）
(前)山口大学・医療技術短期大学部

TEL.0836-51-4016

臨床免疫学

1）張正淳CHANG,CHUNG-SOON

1)Incon402-751,KOREA

2)Dept・ofBiochemistry,

CollegeofMedicine,InhaUniversity

3)TEL.82-032-862-0077Ex､3058

FAX.82-032-863-1330

4）

ｊ
ｊ
ｊ

２
３
４

藤井保FUJIITAMOTSU

1）〒734-8558広島市南区宇品東1丁目1-71

2）広島女子大学生活科学部･健康科学科

3)1̂ 082-251-9786

FAX.082-251-9405

E-mail・fujii@hirojo-u.ac.jp

4）免疫機構の系統発生に関する研究

千葉晃CHIBAAKIRA

1）〒951-8151新潟市浜浦町1-8
2）日本歯科大学･新潟歯学部･生物学教室

3)TEL.025-267-1500内線551

4）魚類造血器の比較細胞・組織学

藤倉由利子FUJIKURAYURIKO

1）〒343-854O埼玉県越谷市三野宮820番地

2）埼玉県立大学短期大学部

3)TEL.0489-73-4727

4）免疫血清学

千葉丈CHIBAJOE

1）〒278-0022千葉県野田市山崎2641
2）東京理科大学･基礎工学部・
生物工学科･免疫学教室

3)TEL.0471-24-1501内線4409

4）免疫生物学・抗体工学
藤田恒夫FUJITATSUNEO

1）〒951-8122新潟市旭町通2番町5251旭町ビルIF
2）国際組織細胞学会

3)TEL025-227-3150

FAX､025-227-3180

E-mail,tfujita@fancy.ocn.ne.jp

4）解剖学

COOPER,EDWINLOWELL

1)10833LECONTEAVENUE,LOS
ANGELES,CAUFORNIA90024-1763,
USA

2)DEPARTMENTOFNEUROBIOLOGY,

UCLAMEDICALCENTER(CHS)

3)TEL310-825-9567

FAX､310-825-2224

4)COMPARATIVEANDDEVELOPW妃NTAL
IMMUNOLOGY/COMPARATIVEAND

DEVELOPMENTALNEUROIMMUNOLOGY

富家雅子FUKEMASAKO

〒920-1192金沢市角間町

金沢大学･理学部･生物学教室

TEL076-264-5712内線553

マボヤの個体性

1）

2）

3）

4）
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福本哲夫FUKUM01DTETSUO

1）〒755-8505山口県宇部市南小串1-1-1

2）山口大学･医学部･第一解剖学教室

3)TEL.0836-22-2201

4）免疫系・血球系などの個体発生並びに系統発生

HAN,SUNGSIK

1)Seoul,136-701,KOREA(R.O.K.）

2)Dept.ofAgriculturalBiology,

CollegeofNationalResources,

KoreaUniversity

3)TEL0361-50-6434

FAX､0361-56-2085

4)InsectImmunity-cellularimmunereaction,
Antibacterialfactor

福島敦樹FUKUSHIMAATSUKI

〒783-8505高知県南国市岡豊町小蓮

高知医科大学眼科

TEL088-880-2391

FAX.088-880-2392

E-mail.fukusima@kochi-ms・ac.jp

T細胞、自己免疫

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３

原彰彦HARAA皿ⅡKO

1）〒041-1105北海道亀田郡七飯町桜町498
2）北海道大学水産学部付属七飯養魚実習施設

3)TEL0138-65-2344

FAX.0138-65-2239

4）魚類（サケ科）の免疫グロブリン

4）

古葎修-FURUSAWASHUIC田

〒739-8528広島県東広島市鏡山1-4-4

広島大学生物生産学部免疫生物学教室

TEL0824-24-7967

FAX.0824-24-7970

E-mail・sfurusa@ipc.hiroshima-u.ac.jp

鳥類を用いた基礎免疫学

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３

秦亮輔HATARYOUSUKE

1）〒730-000O広島市中区白島九軒町1-7(自宅）
2）（前)帝京大学医学部第二解剖学教室

3)TEL.082-211-3483

4）肥満細胞、泌尿器科
4）

古田恵美子FURUTAEMIKO

1）〒330-0015埼玉県大宮市蓮沼1250-9-401
2）比較免疫学研究所

3)TEL048-686-0205

FAX.048-686-0205

4）陸生軟体動物の生体防御

畑山幸宏HATAYAMAYUKMRO

〒755-0057山口県宇部市大字藤曲2548

協和発酵工業(株)水産事業センター

TEL0836-22-5516内線2810

水産化学

1）

2）

3）

4）

HIGGINS,DAVIDANTHONY

1)QueenMaryHospitalCompound,
HONGKONG

2)Dept.ofPathology,

UniversityofHongKong

3)TEL.852-819-2870

FAX.852-855-8284

4)TheImmuneSystemoftheDuckImmunologyof
InfectiousDiseasesinManandAnimals

後藤清GOTOKIYOSHI

〒350-1332埼玉県狭山市下奥富883

(株)ゴトー養殖研究所

TEL042-955-0555

FAX.042-952-0027

1）

2）

3）

4）

演口昌己HAMAGUqⅡMASAMI

1）〒739-0452広島県佐伯郡大野町丸石2-17-5
2）水産庁南西海区水産研究所・
資源増殖部貝類研究所

3)TEL.0829-55-0666

4）下等動物の生体防御（魚、カニ、エビ、貝等）

広川勝星HIROKAWAKATSUIKU

1）〒113-0034東京都文京区湯島1-5-45
2）東京医科歯科大学･医学部･第二病理学

3)TEL03-3813-6111内線3155

FAX.03-3813-1790

4）病理学、免疫病理学
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広瀬裕一田ROSEEUICHI

1）〒903-0213沖縄県中頭郡西原町字千原1
2）琉球大学理学部海洋自然科学科
3)TEL.098-895-8880

E-mail.euichi@sci.u-ryukyu.ac.jp

4）郡体ホヤ被嚢における構造と生体防御

本間義治HONMAYOSHIHARU

1）〒951-8018新潟市稲荷町3460-55(自宅）
2）

3)TEL025-225-1320

4）魚類・円口類の胸腺活動と内分泌腺

1）

2）

3）

4）

堀寛HORIHIROSHI

〒464-0814名古屋市千種区不老町

名古屋大学･理学研究科･生命理学

TEL.052-789-2504

FAX.052-789-2974

分子進化

堀内浩幸HORIUCHIHIROYUKI

1）〒739-8528広島県東広島市鏡山1-4-4
2）広島大学･生物生産学部･免疫生物学教室
3)TEL0824-24-7970

4）細胞生物学

1）

2）

3）

4）

細川友秀HOSOKAWATOMOMDE

〒602-0000京都市上京区河原町広小路上ル

京都府立医科大学･公衆衛生学教室

飯田貴次IIDATAKAJI

1）〒889-2192宮崎市学園木花台西1-1
2）宮崎大学･農学部・
動物生産学科･水族防疫学講座

3)TEL0985-58-7229

4）魚病学

飯島亮介IIJIMARYOSUKE

1）〒199-0195神奈川県津久井郡相模湖町寸沢嵐
1091－1

2）帝京大学･薬学部･薬品化学教室

3)TEL.0426-85-3736(直通）

E-mail.ryo-iiji@pharm.teikyo-u.ac.jp

4）生化学

池田満KEDAMITSURU

1）〒162-8640東京都新宿区戸山1-23-1(国立感染症
研究所）

2）東京農工大学大学院農学研究科昆虫生化学研究室
（国立感染症研究所昆虫医科学部生理機能室）
3)TEL.03-5285-1111内線2423

FAX､03-5285-1147

E-mail.ikeman@nih・go.jp

4）昆虫の生体防御

池本優ⅨEMOTOMASARU

1）〒611-0042京都府宇治市小倉町春日森8(自宅）
2）（前)京都大学・農学部・
海洋生物増殖学研究室

3)TEL0774-22-3136

4）魚類免疫学

今泉晃IMAIZUMIAKIRA

1）〒182-0022調布市国領町5-45-6
2）蓮見癌研究所研究開発企画部
3)TEL0424-82-2037内線42,0424-81-4159(直通）
FAX.0424-81-4159(直通）

4）胸腺-Tcell分化の場の研究

石田幸子ISHIDASAαⅡKO

1）〒036-8561弘前市文京町3
2）弘前大学･農学生命科学部･生物機能科学科
3)TEL0172-39-3587

E-mail・sachikoi@cc.hirosaki-u.ac.jp

4）プラナリヤの再生機能に関する免疫学的研究
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石井照久ISHIITERUHISA

1）〒010-8502秋田市手形学園町1-1

2）秋田大学教育文化学部自然環境講座
生物学研究室

3)TEL018-889-2681

FAX.018-889-2681

E-mail.tishii@ipc.akita-u・ac.jp

4）チゴケムシの群体特異性についての発生生物学

井筒ゆみ1ZUTSUYUMI

〒950-2181新潟市五十嵐二の町8050番地

新潟大学大学院自然科学研究科

TEL.025-262-7789(直通）

FAX.025-262-7789(直通）

E-mail・izutsu@bio.sci.hokudai.ac.jp

アフリカツメガエルの免疫システム

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３

4）

(主にホヤを材料にして）
神谷久男KAﾊ皿YAHISAO

〒022-0101岩手県気仙郡三陸町越喜来
北里大学･水産学部･水産食品学科

TEL0192-44-2121内線34

FAX.0192-44-2125

1）

2）

3）

石川博通ISHIKAWAHIROMICHI

l）〒160-8582東京都新宿区信濃町35

2）慶晦義塾大学医学部微生物学教室

3)TEL03-3353-1211(内)62693

FAX.03-5360-1508

E-mail.ishikawa@sun・microb.med.keio.ac.jp
4）免疫遺伝学、粘膜免疫学

4）

笠原正典KASAHARAMASANORI

1）〒240-0193三浦郡葉山町上山口字間門1560-35
2）総合研究大学院大学

先導科学研究科生命体科学専攻

3)TEL0468-58-1572

4）免疫遺伝学、免疫生物学

伊丹利明ITAMIIDSHIAKI

〒759-6595山口県下関市永田本町2-7-1

水産大学校･増殖学科

TEL0832-86-5111内線359

1）

2）

3）

4）
笠原進司KASAHARASHINJI

1)10833LeConteAvenue

Box951763,LosAngeles,
California90095-1763,USA

2)LaboratoryofComparativeImmunology,
DepartmentofNeurobiology
UCIAMedicalCenter

3)TEL+1(310)825-9567
FAX.+1(310)825-2224

E-mail,shinji@ucla.edu

4）環境と免疫

岩永ひろみIWANAGAHIRO皿

1）〒060-8638札幌市北区北15条西7丁目

2）北海道大学大学院医学研究科

生体機能構造学講座(第3解剖）
3)TEL011-7162111内線5033

4）解剖学、消化器系の組織学

岩永貞昭IWANAGASADAAKI

1）〒812-0053福岡市東区箱崎6-10-1

2）九州大学･理学部･生物学教室

3)TEL092-642-2633(直通）

FAX､092-642-2633(直通）

4）無脊椎動物の体液凝固と免疫機構の解明（生化学）

片桐達雄KATAGIRITATSUO

1）〒183-8526東京都府中市武蔵台2-6

2）（財)東京都神経科学総合研究所
微生物学･免疫学研究部門

3)TEL042-325-3881

FAX.042-321-8678

E-mail.tookid@tmin・ac.jp

4）腫癌免疫学（抗腫癌マクロフアージの活性化
機構）

岩田有弘IWATAAmmRO

1）〒101-8310東京都千代田区神田駿河台1-8-13

2）日本大学歯学部病理学教室

3)TEL03-3219-8124

FAX.03-3219-8340

E-mail.iwata-a@dent.nihon-u.ac.jp

4）粘膜免疫

－58－



加藤陽子KATOYOKO

1）〒812-8581福岡県福岡市東区箱崎6-10-1

2）九州大学水族生化学研究室

3)TEL.092-642-2896

FAX.092-642-2894

E-mail,ykato@agr.kyushu-u.ac.jp

4）魚類免疫学

1）

2）

3）

4）

川畑俊一郎KAWABATASHUN-ICHIRO

〒812-8581福岡市東区箱崎6-10-1

九州大学大学院理学研究科生物科学専攻

TEL092-642-2633(直通）
FAX.092-642-2633

E-mail,skawascb@mbox.nc.kyushu-u.ac.jp

生物化学

河原栄二郎KAWAHARAEIJIRO

1）〒729-0292福山市学園町1番地三蔵
2）福山大学工学部海洋生物工学科
生体防御工学研究室

3)TEL0849-36-21llext.4532

FAX.0849-36-2459

4）魚類免疫学

川合研児KAWAIKENJI

1）〒783-8502高知県南国市物部乙200
2）高知大学･農学部・
栽培漁業学科･水族病理学講座

3)TEL､0888-64-5147

4）

川合真一郎KAWAISHIN-ICHIRO

1）〒662-8505西宮市岡田山4-1
2）神戸女学院大学人間科学部
3)TEL0798-51-8422

4）環境科学

1）

2）

3）

4）

川上正也KAWAKAMIMASAYA

〒228-0802相模原市上鶴間2-3-3(自宅）

TEL0427-45-3251

FAX.0427-45-4615

E-mail.QWE02046@niftyserve.or.jp

菊池慎-KIKUCHISHIN-ICHI

1）〒299-5502千葉県安房郡天津小湊町内浦1

2）千葉大学海洋バイオシステム研究センター

3)TEL0470-95-2201

E-mail.kikuchi@earth2.s.chiba-u.ac.jp

4）魚類の免疫系

金相福KIM,SANG-BOG

1)Incon402-751,KOREA

2)Dept.ofBiochemistry,

CollegeofMedicine,InhaUniversity

3)TEL82-032-862-0077EX､3058

FAX.82-032-863-1330

4）

木村昌代KIMURAMASAYO

1）〒101-8310東京都千代田区神田駿河台1-8-13

2）日本大学歯学部病理学教室

3)TEL03-3219-8124

FAX.03-3219-8340

E-mail.kimura-m@dent.nihon-u.ac.jp

4）病理学

木村美智代KIMURAMICHIYO

1）〒350-0495埼玉県入間郡毛呂山町毛呂本郷38
2）埼玉医科大学･短期大学･臨床検査学科

3)TEL0492-76-1523

E-mail.kimrami@saitama-med・ac.jp

4）節足動物の生体防御機構

木村守孝KIMURAMORTTAKA

〒812-8581福岡市東区箱崎6丁目10-11）

2）2）九州大学大学院生物資源環境科学研究科海洋生命
化学講座

3)TEL092-642-2896

FAX.092-642-2894

E-mail.kimuram@agr.kyushu-u.ac.jp

4）魚類の免疫機構、魚類の補体系

杵測みゆきKINEBUCHIMIYUKI

1）〒470-1192愛知県豊明市沓掛町田柄ケ窪1-98

2）藤田保健衛生大学医学部病理学第2講座

3）

4）分子病理学
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杵測謙二郎皿EFUqⅡKENJIRO

1）〒950-2151新潟市内野西2-26-12(自宅）
2）

3)TEL025-261-1292

4）両生類の移植免疫

金辻宏明KINTSUⅡ田ROAM

1）〒522-0057滋賀県彦根市八坂町2138-3

2）滋賀県水産試験場

3）

4）水産微生物学

来生淳nSUGIJUN

1）〒199-0195神奈川県津久井郡相模湖町寸沢嵐
1091－1

2）帝京大学･薬学部･薬品化学教室

3)TEL0426-85-3736(直通）

E-mail・j-kisugi@pharm.teikyo-u.ac.jp

4）海洋軟体動物由来の生物活性物質

1）

2）

3）

4）

小林富美恵KOBAYASHIFUM正

〒181-8611東京都三鷹市新川6-20-2

杏林大学医学部感染症学講座(寄生虫学）
TEL0422-47-5512内線3467

FAX・0422-44-4603

E-mail,fumfum@kyorin-u.ac.jp(office)
CXJ17045@niftv.ne.ip(home)
宿主の防御メカニズム

小林邦彦KOBAYASHIKUNⅡ砿0

1）〒060-8638札幌市北区北15条西7丁目
2）北海道大学･医学部･小児科

3)TEL011-716-1161

4）免疫グロブリンの系統発生

1）

2）

3）

4）

小林身哉KOBAYASm皿YA

〒466-0065名古屋市昭和区鶴舞町65

名古屋大学･医学部･解剖学第二講座

TEL052-741-2111

体表の防御機構とランゲルハンス細胞

－60－

小林睦生KOBAYASHIMUTSUO

1）〒162-8640東京都新宿区戸山1-23-1

2）国立感染症研究所･昆虫医科学部

3)TEL03-5285-1111内線2423

FAX､03-5285-1147

E-mail,mutsuo@nih.go.jp

4）寄生虫感染と節足動物の生体防御

小林隆弘KOBAYASHITAKAHIRO

1）〒305-0053つくば市小野川16-2

2）国立環境研究所環境健康部

3)TEL0298-50-2439

FAX.0298-50-2439

E-mail,takakoba@nies.go.jp

4）環境毒性学

児玉洋KODAMAHIROSHI

1）〒599-8531大阪市堺市学園町1-1

2）大阪府立大学農学部獣医免疫学講座

3)TEL0722-54-9491

FAX､0722-54-9492

E-mail.kodama@vet.osakafu-u.ac.jp
4）獣医学、魚病学

小泉信夫KOIZU皿NOBUO

1）〒183-8509東京都府中市幸町3-5-8

2）東京農工大学農学部
応用遺伝･生態学研究室

3)TEL042-367-5696

FAX.042-367-5695

E-mail,nob@cc.tuat.ac.jp

4）昆虫病理学

小泉修KOIZU皿OSAMU

1）〒813-8529福岡市東区香住ケ丘1-1-1

2）福岡女子大学人間環境学部神経科学研究室

3)TEL092-661-2411(内)353
FAX.092-683-2248

E-mail,koizumi@fwu.ac.jp

4）散在神経系の神経生物学、腔腸動物の免疫系



小松博KOMATSUHIROS田

1）〒110-0005東京都台東区上野3-20-8小島ビル3F

2）（有)真珠科学研究所

3)TEL03-3834-7050

FAX.03-3834-7088

E-mail・h-komatsu@sinjuken・CO・jp

4）構造真珠養殖学

熊津教員KUMAZAWANORIC田KA

1）〒903-0213沖縄県中頭郡西原町字千原1

2）琉球大学･熱帯生物圏研究センター・
環境生物学部門

3)TEL098-895-8936

4）軟体動物の免疫

栗林景容KURIBAYASHIKAGEMASA

〒514-8507津市江戸橋2-174

三重大学医学部生体防御医学講座

TEL059-231-5037

FAX.059-231-5225

E-mail・keiyo@doc.medic.mie-u.ac.jp

免疫学

小松功KOMATSUISAO

〒300-1252茨城県稲敷郡茎崎町高見原2-9-22

共立商事株式会社･中央研究所･魚類細菌室

TEL0298-72-3361

魚病ワクチン

1）

2）

3）
ｊ
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ｊ
ｊ
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4）

小宮山一雄KOMIYAMAKAZUO

1）〒101-0062千代田区神田駿河台1-8-13
2）日本大学歯学部病理学教室

3)TEL03-3219-8124(直通）

E-mail.komiyama@dent.nihon-u・ac.jp

4）病理学、粘膜免疫、IgA.

栗原浩KURIHARAYUTAKA

1）〒460-0003名古屋市中区錦2-15-22
あさひ銀ビル8F

2）クミアイ化学工業(株)名古屋支店

3)TEL.052-231-8541

FAX､052-201-3505

4）鱗遡目昆虫の生体防御
近藤昌和KONDOMASAKAZU

1）〒759-6595下関市永田本町2-7-1
2）水産大学校生物生産学科

3)TEL0832-86-5111(内)472
FAX.0832-86-7435

4）水産化学

黒田丹KURODAAKAS田

1）〒108-0075東京都港区港南4-5-7
2）東京水産大学水族病理学研究室

3)TEL､03-5463-0554

FAX.03-5463-0554

E-mail.akkuroda@ss.nria-tmk.affrc.go・jp

4）免疫学
小谷英治KOTANIEIJI

1）〒606-0962京都市左京区松ケ崎御所海道町
2）京都工芸繊維大学･繊維学部・
応用生物学科･蚕桑生理学教室

3）正L075-724-7774

4）昆虫病理学

黒津良和KUROSAWAYOSHIKAZU

〒470-1192豊明市沓掛町田楽ケ窪1-98

藤田学園保健衛生大学総合医学研究所

TEL0562-93-9387

FAX.0562-93-8835

E-mail・kurosawa@fujita-hu.ac.jp

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３

熊谷勝男KUMAGAIKATSUO

〒989-3204仙台市青葉区南吉成6-6-3ICRビル内

(株)テイーセル研究所

TEL022-279-9476

FAX.022-279-9548

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３

4）

4）リンパ球からのサイトカインの産生とその免疫調
節作用に関する研究
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草間薫KUSAMAKAORU

〒350-0283埼玉県坂戸市けやき台1-1

明海大学歯学部口腔病理学講座

TEL0492-79-2772

FAX.0492-71-1243

E-mail.kusama@dent.meikai.ac.jp

口腔病理学、腫癌学

牧野直MAKINGNAOSHI

〒293-0042千葉県富津市小久保2568-38

千葉県東京湾栽培漁業センター

TEL.0439-65-4367

FAX.0439-65-2979

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
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4）

4）

丸山正MARUYAMATADAS田

1）〒026-0001釜石市平田3-75-1

2）海洋バイオテクノロジー研究所

3）

4）海洋生物学、細胞生物学

楠田理-KUSUDARIICHI

1）〒729-0292福山市学園町1番地三蔵

2）福山大学･工学部・
海洋生物工学科･生体防御学研究室

3)TEL.0849-36-2111

E-mail.kusuda@ma・fuma・fukuyama-u・ac.jp

4）魚類免疫学
益田佳織MASUDAKAORI

〒144-0032大田区北椛谷1-3-14

東京バイオテクノロジー専門学校

T圃当.03-3745-5000（代表）

発生生物学

1）

2）

3）

4）

桑村淳子KUWAMURAJUNNKO

1）〒800-0207北九州市小倉南区沼緑町三丁目4-14

（自宅）
2）（前)東北大学大学院農学研究科
水圏動物生理学研究室

3)TEL093-471-3957

4）キタムラサキウニの生体防御に関連する分野

松田治男MATSUDAHARUO

〒739-8528広島県東広島市鏡山1-4-4

広島大学生物生産学部免疫生物学教室

TEL0824-24-7968

鳥類(主としてニワトリ)を用いた基礎・応用免疫学

1）

2）

3）

4）李福律LEE,BOKLUEL

'1）JANG肥ONDONG,KUM-JEONG-KU，
PUSAN,609-735KOREA.

2)COLLEGEOFPHARMACY,PUSANNATIONAL
UNIVERSITY

3)TEL.82-51-510-2809

FAX.82-51-513-6754

4)INSECTDEFENSEMECHANISM:PURIFICATION

ANDCHARACTERIZATIONOFINSECTDEFENSE
MATERIALS.

松本継男MATSUMOTOTSUGUO

1）〒606-8585京都市左京区松ケ崎御所海道町
2）京都工芸繊維大学･繊維学部・
病理微生物学研究室

3)TEL075-724-7770

4）昆虫病理微生物学、細菌学

松里寿彦MATSUSATOTOSHIHIKO

1）〒236-0004横浜市金沢区福浦2-12-4

2）中央水産研究所

3)TEL025-228-0451

FAX.025-224-0950

4）水族病理学

前田龍一郎MAEDARYUICHIRO

〒080-8555帯広市稲田町

帯広畜産大学･獣医学科･家畜生理学講座

TEL0155-49-5611

E-mail・rmaeda@obihiro.ac.jp

フィラリアの宿主寄生虫相互関係

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３

4）

松谷武成MATSUTANITAKESHIGE

〒981-8555仙台市青葉区堤通雨宮町1-1

東北大学農学部水圏動物生理学研究室

正L022-272-4321内線294

海産貝類の生殖生理

1）

2）

3）

4）
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松浦晃洋MATSUURAAKIHIRO

〒470-1192愛知県豊明市沓掛町田楽ケ窪1-98

森勝義MORIKATSUYOS田

1）〒981-8555仙台市青葉区堤通雨宮町1-1

2）東北大学農学部水圏動物生理学研究室

3)TEL022-717-8725

FAX.022-717-8727

4）水産無脊椎動物の生体防御機構

1）〒470-1192愛知県豊明市沓掛M

2）藤田保健衛生大学医学部病理Ⅱ

3)TEL0562-93-2419

E-mail.amatsuu@fujita-hu・ac.jp

4）病理学、免疫遺伝学

松崎吾朗MATSUZAKIGORO

1）〒812-8582福岡市東区馬出3-1-1
2）九州大学生体防御医学研究所免疫学部門

3)TEL092-642-6823(内)6823
FAX､092-642-6776

E-mail.matsuzak@bioreg.kyushu-u・ac.jp

4）免疫学

森嶋伊佐夫MORISHIMAISAO

1）〒680-8553鳥取県鳥取市湖山町南4-101
2）鳥取大学・農学部・応用生命科学講座・
機能生化学研究室

3)TEL0857-31-5359

FAX.0857-31-5360

E-mail,moris@muses.tottori-u.ac.jp

4）分子生物学、昆虫の生体防御機構

松崎貴MATSUZAKITAKAS田

1）〒690-8504松江市西川津町1060
2）島根大学生物資源科学部生物科学科

3)TEL0852(32)6536or6428
FAX.0852(32)6536or6429

E-mail.tmatsu@life・shimane-u.ac.jp

4）皮膚の分化機構

森友忠昭MORTTOMOTADAAKI

1）〒252-8510神奈川県藤沢市亀井野1866
2）日本大学生物資源科学部
獣医学科魚病学研究室

3)TEL､0466-84-3632

FAX､0466-84-3632

E-mail・moritomo@brs.nihon-u.ac.jp

4）魚類の免疫（血球分化）
宮台俊明MIYADAITOSHIAKI

1）〒917-0003福井県小浜市学園町
2）福井県立大学海洋生物資源学科
海洋生物工学研究室

3)TEL0770-52-6300内線1405

FAX､0770-52-6003

E-mail,miyadai@fpu.ac.jp

4）魚類免疫・病理学

茂呂周MOROITARU

1）〒101-0062東京都千代田区神田駿河台1-8-13
2）日本大学歯学部病理学教室

3)TEL.03-3219-8114

FAX.03-3219-8340

4）分泌型IgA

村松繁MURAMATSUSmGERU宮本和久ⅣⅡYAMOTOKAZUHSA

〒305-8634茨城県つくば市大わし1-2

農林水産省･蚕糸昆虫農業技術研究所

TEL0298-38-6083

〒606-0097京都市左京区上高野前田町9-1(自宅）
(前)京都大学

TEL､075-711-4843

FAX.075-711-4843

E-mail.smuram@ip.media.kyoto-u.ac.jp

生体高次調節学

ｊ
ｊ
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4）
森肇MORIHAJIME

〒606-0962京都市左京区松ケ崎御所海道町．

京都工芸繊維大学･繊維学部･応用生物学科

TEL075-791-3211内線733

昆虫病理学、昆虫ウィルス学

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
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村山裕一MURAYAMAYmC田

〒305-0856茨城県つくば市観音台3-1-1

農水省家畜衛生試験場

TEL､0298-38-7840.

非ヒト霊長類の細胞性免疫

ｊ
ｊ
１
ｊ

ｌ
２
３
４
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中村勝NAKAMURAMASARU

1）〒350-0495埼玉県入間郡毛呂山町毛呂本郷38
2）埼玉医科大学附属病院中央検査部・
臨床化学検査室

3)TEL0492-76-1564(ﾀ゙ｲﾔﾙｲﾝ）

4）

室賀清邦MUROGAKIYOKUNI

1）〒739-8528広島県東広島市鏡山1-4-4
2）広島大学･生物生産学部・
水族病理学研究室

3)TEL0824-24-7977

4）魚類の細菌感染症

無津呂淳一MUTS皿OJUNICHI

1）〒812-8581福岡市東区箱崎6丁目10-1
2）九州大学大学院生物資源環境科学研究科海洋生命
化学講座

3)TEL.092-642-2896

FAX､092-642-2894

E-mail.mjunichi@agr.kyushu-u・ac.jp

4）魚類の免疫機構、魚類の補体系

中村修NAKAMURAOSAMU

1）〒022-0101岩手県三陸町越喜来字烏頭160-4

2）北里大学水産学部水族病理学講座

3)TEL.0192-44-1908

FAX､0192-44-2125

E-mail,osamun@nnet.ne.jp

4）魚類免疫学

中村俊博NAKAMURATOS田皿RO

〒198-0024東京都青梅市9-2221-1

(財)日本生物科学研究所

TEL0428-33-1033

カエル及びニワトリの免疫学

中井敏博NAKAITOSHU皿0

1）〒739-8528広島県東広島市鏡山1-4-4
2）広島大学･生物生産学部

3)TEL0824-24-7947

4）魚類病原微生物（細菌、ウイルス）

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
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中西照幸NAKANISHITERUYUKI

1）〒252-8510神奈川県藤沢市亀井野1866

2）日本大学生物資源科学部獣医学科
魚病学研究室

3）正L0466-84-3632

FAX.0466-84-3632

E-mail.tnakanis@brs.nihon-u.ac.jp

4）魚類免疫学

中島民治NAKAJIMATAMUI

〒807-8555北九州市八幡西区医生ケ丘1-1

産業医科大学･第一解剖学教室

TEL093-603-1611内線2282

肉眼解剖学

1）

2）

3）

4）

中村昭文NAKAMURAAKIFUMI

〒981-8555仙台市青葉区堤通雨宮町1-1

東北大学農学部水圏動物生理学研究室

TEL022-717-8726

FAX､022-717-8724

二枚貝幼生に対する病原細菌と幼生の防御能の関

係について

1）

2）

3）

中尾実樹NAKAOMIKI

1）〒812-8581福岡市東区箱崎6-10-1

2）九州大学･農学部･水産化学第一教室

3)TEL092-642-2896

E-mail.miki_n@agr.kyushu-u.ac.jp

4）魚類の補体系

4）

中村弘明NAKAMl服AHIROAKI

1）〒261-8502千葉市美浜区真砂1-2-2
2）東京歯科大学･生物学研究室

3)TEL043-270-3995

FAX.043-270-3996

E-mail,binakamu@tdc.ac.jp

4）硬骨魚の免疫系

名取俊二NATDRISHUNJI

〒351-0198埼玉県和光市広沢2-1

理化学研究所

1）

2）

3）

4） 無脊椎動物の免疫化学、真核生物遺伝子の生化学
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二宮学N1N0MIYAMANABU

〒458-0811名古屋市緑区鳴海町神ノ倉3(自宅）
太陽化学株式会社

TEL.0593-22-5535

魚類免疫学

野中勝NONAKAMASARU

〒113-0033東京都文京区本郷7-3-1

東京大学大学院理学系研究科生物科学専攻

1）

2）

3）

4）

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
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TEL03-5841-7589

FAX､03-5800-3397

E-mail・mnonaka@bioI.s.u-tokyo・ac・jp

補体の進化、MHCの起源4）西村仁志NISHIMURAHTTOS田

1）〒655-0048神戸市垂水区西舞子8-12-17(自宅）
2）名古屋大学医学部病態制御研究施設
生体防御研究部門

3)TEL052-744-2445or2447

FAX.052-744-2449

E-mail.nishihit@med.nagoya-u.ac・jp

4）魚類の免疫機能

越智情OCHIOSAMU

〒790-0821松山市木屋町4-197(自宅）
(前)愛媛大学・理学部・生物学教室

TEL0899-24-7111内線3582

1）

2）

3）

4）

大森深雪OHMORINⅡYUKI

1）〒108-0075東京都港区港南4-5-7
2）東京水産大学資源育成学科
水族生理学研究室岡本気付

3)TEL03-5463-0547(直通）

FAX.03-5463-0552

4）魚類免疫学

丹羽允NIWAMAKOTO

〒591-8046堺市東三画ケ丘町2-1-4-203(自宅）
大阪府立看護大学

TEL0722-57-3331(自宅）

カブトガニの生体防御系、内毒素反応性の比較生

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３
４
化学

野田伸一NODAS田N-ICHI

1）〒890-8580鹿児島市郡元一丁目21-24
2）鹿児島大学多島圏研究センター
3)TEL.099-285-7392

4）寄生虫学、中間宿主貝の防御反応

大西耕二OHNISHIKOJI

〒950-2102新潟市五十嵐二の町8050

新潟大学･理学部･生物学教室

TEL0252-62-6268

分子進化学・免疫系の分子進化

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３
４

野間口隆NOMAGUCHITAKASHI

〒336-0021浦和市別所2-37-1-402(自宅）

(前)東京都老人総合研究所・生物学部

TEL.048-862-6737

FAX.048-862-6737

自己免疫

大野純OHNOJUN

〒350-0283埼玉県坂戸市けやき台1-1

明海大学歯学部口腔病理学講座

TEL0492-79-2772

FAX.0492-86-6101

E-mail.j-ohno@ja2.so-net.ne・jp

口腔病理学

1）

2）

3）

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３

4）

4）

野本亀久雄NOMOTOKIKUO

1）〒812-0054福岡市東区馬出3丁目1-1
2）九州大学･生体防御医学研究所･免疫学部
3)TEL.092-642-6822

4）免疫生物学

大野尚仁OHNONAOHTID

1）〒192-0355八王子市堀ノ内1432-1

2）東京薬科大学･第一微生物学教室

3)TEL.0426-76-5570

4）微生物学、免疫学

－65－



大島俊一郎OHSHIMASHUN-ICHIRO

1）〒783-8502高知県南国市物部乙200

2）高知大学農学部水族病理学研究室
3）

4）魚類免疫学

1）

2）

3）

4）

大竹伸一OHI汎唾SHIN-ICHI

〒173-8610東京都板橋区大谷口上町30-1

日本大学･医学部･生物学教室

TEL03-3972-8111内線2291

E-mail・otakes@med・nihon-u.ac・jp

ホヤの生体防御機構

大谷修OHTANIOSAMU

1）〒930-0152富山市杉谷2630番地

2）富山医科薬科大学･医学部･第一解剖学教室

3)TEL0764-34-2281内線2305

4）腸関連リンパ組織(Gut-associatedlymphoid
tissues)

岡本信明OKAMOTONOBUAKI

1）〒108-8477東京都港区港南4-5-7

2）東京水産大学資源育成学科

3)TEL03-5463-0547

FAX.03-5463-0552

E-mail.nokamoto@tokyo-u-fish.ac.jp

4）魚類免疫学、特にNK細胞について

1）

2）

3）

4）

岡上真裕OKAUEMASAHIRO

〒101-0062東京都千代田区神田駿河台1-8-13

日本大学歯学部病理学教室

TEL03-3219-8000内線8102

口腔外科

大川けい子OKAWAKEKO

1）〒351-0106埼玉県和光市広沢2-1

2）理化学研究所
脳科学総合研究センター

脳型ｲｽﾌ'ﾚｲﾝｳｴｲｸ゙ ﾙー ﾌ゚

3)TEL048-467-9783

FAX.048-467-9643

4）
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尾定誠OSADAMAKOTO

1）〒986-2242宮城県牡鹿郡女川町小乗浜字向15

2）東北大学農学部附属
海洋生物資源教育研究センター

3)TEL.0225-53-2436

4）輔皮動物の生体防御（液性のエフェクターの機
能）海産二枚貝の生殖内分泌

乙竹充OTOT為睡MITSURU

1）〒519-0423三重県度会郡玉城町昼田224-1

2）水産庁養殖研究所玉城分室

3)TEL059658-6411内線65

FAX､059658-6413

4）魚類免疫学、魚病学

1）

2）

3）

4）

制野寿子OTSUKA-FUCI皿OHISAKO

〒102-0094束京都千代田区紀尾井町7-1

上智大学理工学部化学科生物化学研究室

TEL､03-3238-3365

無脊椎動物の生体防御機構の解明－特に液性因
子・生物化学・糖タンパク質糖質の働き

シヤハニルラタンSAHANILRATAN

1）〒431-0211静岡県浜名郡舞阪町舞阪2971-4

2）東京大学大学院農学生命科学研究科
附属水産実験所

3)TEL053-592-2821

FAX.053-592-2822

E-mail,ratu20@yahoo.com

4)Fishimmunology

斉藤雷太SAITORATTA

1）〒112-8088東京都文京区小石川4-6-10小石川ビ
ル

2)エーザイ(株)アニメイト事業部
開発企画一室

3)TEL.03-3817-3868

FAX.03-3811-7365

E-mail.r-saito@hhc.eisai.co・jp

4）



害藤康典SAITOYASUNORI

〒415-0025静岡県下田市5-1O-1

筑波大学下田臨海実験センター

TEL0558-23-6358

FAX.0558-22-0346

E-mail.saito@kurofune.shimoda.tsukuba.ac.jp

ホヤにおける自己・非自己認識機構の研究

佐藤洋大SATOHIROMASA

1）〒783-0093高知県南国市物部乙200

2）高知大学･農学部･水族病理学講座

3)TEL.0888-63-5161

4）魚類免疫学

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３

4） 佐藤令一SATORYOICHI

1）〒184-8588東京都小金井市中町2-24-16
2）東京農工大学･大学院生物システム・
応用科学研究科生物相関システム研究室

3)TEL.042-388-7277

4）昆虫病理学（細菌病理）、毒素タンパク質、昆虫
の生体防御機構

酒井正博SAKAIMASAHIRO

〒889-2155宮崎市学園木花台西1-1

宮崎大学･農学部

TEL0958-58-2811

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３
４

沢田知夫SAWADATOMOO

〒755-8505山口県宇部市南小串1-1-1

山口大学･医学部･第一解剖学教室

TEL0836-22-2202

E-mail.roretzi@po.cc.yamaguchi-u.ac.jp

ホヤの血球細胞についての解析

SALATLFULVIO

1)ViaDoni5,Monasterodi,Vasco(CN),
12080ITALY

2）

3)TEL.++39-174-689286

FAX.++39-79-398524

4)FishImmunology

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３

4）

関島安隆SEKUIMAYASUTAKA

〒369-0202埼玉県大里郡岡部町岡里19-5(自宅）
埼玉県立大学短期大学部

TEL､0485-85-0808

補体系の分化と進化

佐々木武二SASAKIT汽唾JI

1）〒108-0072東京都港区白金5-9-1
2）北里研究所･基礎研究所免疫室
3)TEL03-3444-6161内線2271

4）魚類の免疫機構の解析および免疫応答

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３
４

関深文SEKIZAWAAYA

1）〒271-8555千葉県松戸市岩瀬550
2）聖徳大学短期大学部生活文化学科

3)TEL.047-365-1111(代表）

4）下等脊椎動物の補系体

佐々木年則SASAKITOSHINORI

1）〒162-8640東京都新宿区戸山1-23-1
2）国立感染症研究所・
昆虫医科学部･生理機能室

3)TEL03-5285-1111内線2423

FAX.03-5285-1147

E-mail.tsasaki@nih.go・jp

4）昆虫の生体防御

瀬尾直美SEONAOMI

1）〒160-0022東京都新宿区新宿6-1-1
2）東京医科大学生物学教室

3)TEL03-3351-6141(内)254
FAX.03-3351-3976

E-mail.n-seo@tokyo-med・ac・jp

4）軟体動物の免疫機構

佐々木由利SASAKIYURI

1）〒160-8402東京都新宿区新宿6-1-1
2）東京医科大学生物学教室

3)TEL03-3351-6141(内)254
FAX.03-3351-3976

E-mail・yuri-s@tokyo-med.ac.jp

4）軟体動物の生体防御、（下等動物0(下等動物の形態組織）
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白江麻貴SHIRAEMAKI

〒415-0025静岡県下田市5-10-1

筑波大学下田臨海実験センター

TEL0558-23-6358

E-mail.shirae@kurofune・shimoda.tsukuba.ac・jp

イタボヤ類の生体防御

反町健司SORIMACHIKENJI

1）〒321-0293栃木県下都賀郡壬生町大字北小林880

2）濁協医科大学･微生物学

3)TEL0282-87-2131

4）細胞生物学・生化学

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３

4）

住谷剛SUMIYATSUYOSHI

〒980-8578仙台市青葉区荒巻字青葉

東北大学大学院理学研究科生物学専攻

TEL022-217-6677

FAX.022-263-9206

E-mail・sumiya@biology.tohoku・ac.jp
分子生理学、分子生物学

白津康子SHIRASAWAYASUKO

1）〒160-8402新宿区新宿6-1-1
2）東京医科大学生物学教室

3)TEL03-3351-6141(内)254
FAX.03-3351-3976

4）扇形動物渦虫類組織学

1）

2）

3）

4）

宍倉文夫SHISHIKURAFUMIO

〒173-8610東京都板橋区大谷口上町30-1

日本大学･医学部･生物学教室

TEL､03-3972-8111内線2291

E-mail,fshishi@med.nihon-u.ac.jp

ホヤの血液研究

鈴木隆志SUZUKITAKASHI

〒240-0193三浦郡葉山町上山口字間門1560-351）

2）

3）

1）〒240-0193三浦郡葉山町上山口字間

2）総合研究大学院大学
先導科学研究科生命体科学専攻

3)TEL0468-58-1571

FAX.0468-58-1544

E-maiI.suzuki@koryuw01.soken.ac.jp

4）免疫学、遺伝学

4）

柚本智軌SOMAMOTDT℃MONORI

1）〒108-0075港区港南4-5-7
2）東京水産大学資源育成学科
水族生理学研究室岡本気付

3）正L03-5463-0547(直通）

FAX.03-5463-0552

E-mail.ad98206@edufs.cc.tokyo-u-fish.ac.jp

4）魚類免疫学

鈴木康弘SUZUKIYASUHIRO

1)860BryantStreet,PaloAlto,CA
94301,USA

2)DepartmentofImmunologyand
InfectiousDiseasesResearchInstitute,
PaloAltoMedicalFoundation

3）

4）免疫生物学
孫永宗SON,YOUNG-JONG

1)Incon402-751,KOREA

2)Dept.ofBiochemistry,

CollegeofMedicine,InhaUniversity

3)TEL82-032-862-0077EX.3058

FAX.82-032-863-1330

4）

鈴木譲SUZUKIYUZURU

1）〒431-0211静岡県浜名郡舞阪町舞阪2971-4

2）東京大学大学院農学生命科学研究科
附属水産実験所

3)TEL､053-592-2821

FAX.053-592-2822

E-mail.ayuzuru@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp

4）魚類の生体防御機構孫嘩SONKI

〒130024中国吉林省長春市人民大街138号

東北師範大学生命科学部

TEL0431-5685085

FAX.0431-5684009

E-mail,sonki@public.cc.jl.cn

ショウジョウバエの遺伝学、比較免疫学

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３

4）
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高木尚TAKAGITAKASHI

〒980-0845仙台市青葉区荒巻字青葉

東北大学大学院理学研究科生物学専攻

TEL.022-217-6677

FAX.022-263-9206

生化学

田村栄光TAMURAEIMFTSU

1）〒950-0852新潟市石山3丁目4-37(自宅）
2）（前)新潟市立沼垂高校

3)TEL.025-286-1283

4）魚類・器官組織・胸腺活動と内分泌系のかかわり

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３

4）

田中邦男TANAKAKUNIO

〒173-8610東京都板橋区大谷口上町30-1

日本大学･医学部･生物学教室

TEL.03-3972-8111内線2291

FAX.03-3972-0027

E-mail.kutanaka@med.nihon-u・ac.jp

ホヤの生体防御機構

高橋弘樹TAKAHASm田ROKI

1）〒606-8224京都市左京区北白川追分町
2）京都大学･理学部・
動物学教室･分子発生研究室

3)TEL.075-753-4095

FAX､075-705-1113

4）

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３

4）

種田保穂TANEDAYASUHO

1）〒240-8501横浜市保土ケ谷区常磐台79-2
2）横浜国立大学･教育人間科学部･生物

3)TEL.045-339-3412

4）群体ホヤの群体特異性に関する研究

高橋計介TAKAHASm唾ISUKE

〒981-8555仙台市青葉区堤通雨宮町1-1

東北大学農学部水圏動物生理学研究室

TEL022-717-8726

FAX.022-717-8727

1）

2）

3）

4） 谷合幹代子TANIAIKIYOKO

1）〒305-8634つくば市大わし1-2
2）農林水産省･蚕糸昆虫農業技術研究所・
生体情報部･生体防御

3)TEL.02975-6-6154

4）

高橋壮二TAKAHASHISOI皿

1）〒612-8141京都市伏見区向島ニノ丸町
151-4-2A504(自宅）

2）（前)奈良女子大学理学部生物学教室
3)TEL.075-601-3575

4）動物形態学；昆虫の生体防御 田角聡志TASUMISATDS田

1）〒431-0211静岡県浜名郡舞阪町舞阪2971-4
2）東京大学大学院農学生命科学研究科
東京大学農学部附属水産実験所

3）mL053-592-2821

FAX.053-592-2822

E-mail.aa97064@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp

4）魚類体表粘液レクチン

高橋富久TAKAHASHIT℃MIHISA

〒101-0062東京都千代田区神田駿河台1-8-13

日本大学･歯学部･病理学教室

TEL03-3219-8124

系統発生学上におけるJ鎖発現に関する研究

1）

2）

3）

4）

高橋幸則TAKAHASHIYUKINORI

1）〒759-6595下関市永田本町2-7-1
2）水産大学校･増殖学科

3)TEL0832-86-5111内線467

4）魚病学・魚類免疫学・甲殻類生体防御

寺尾恵治TERAOKEIJI

〒3O5-0843つくば市八幡台1

国立感染症研究所･筑波霊長類センター

TEL.0298-37-2121内線321

サル類の免疫生物学、特に神経免疫・

期発達

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３
４ 特に神経免疫・免疫系の初
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1）

2）

3）

4）

栃内新ToqⅡNAISHIN

〒060-0810札幌市北区北10条西8丁目

北海道大学･理学部･生物科学科

TEL011-716-2111内線5293,5300

両生類免疫システムの発生

藤像純夫TOJOSUMIO

1）〒840-8502佐賀市本庄町1

2）佐賀大学農学部

3)TEL0952-28-8747(直通）

FAX､0952-28-8747

E-mail・tojos@cc・saga-u.ac.jp

4）昆虫生理学、昆虫生化学

徳田有希TOKUDAYUKI

1）〒606-8224京都市左京区北白川追分町

2）京都大学･農学部･水産化学講座

3)TEL075-753-6228(直通）

4）魚類免疫学

友永進TOMONAGASUSUMU

1）〒755-8554山口県宇部市小串1144

2）山口大学医療技術短期大学部

3)TEL.0836-22-2812(直通),2132(庶務）
FAX､0836-22-2130

4）魚類の免疫系、無脊椎動物の免疫系

宇佐美剛志USAMITAKESHI

l）〒431-0211静岡県浜名郡舞阪町舞阪2971-4

2）東京大学農学部附属水産実験所

3)TEL053-592-2821

FAX.053-592-2822

E-mail.aa96113@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp

4）魚類の生体防御と内分泌

牛木辰男USHIKITATSUO

1）〒951-8122新潟市旭町通1番地757
2）新潟大学医学部第三解剖学教室

3)TEL.025-223-6161

4）解剖学（組織学）

-70-

和田新平WADASHINPEI

1）〒18O-0023武蔵野市境南町1-7-1

2）日本獣医畜産大学･魚病学教室

3)TEL.0422-31-4151内線251

4）魚介類、水生哨乳類、肥虫類の真菌感染症

和合治久WAGOHARUHISA

1）〒350-0495埼玉県入間郡毛呂山町毛呂本郷38
2）埼玉医科大学･短期大学･臨床検査学科

3)TEL.0492-76-1531(直通）

FAX.0492-76-1531(直通）

E-mail,hwago@saitama-med.ac.jp

4）昆虫類鱗遡目食細胞による異物認識機構

和気朗WAKEAKIRA

1）〒182-0023東京都調布市染地2-14-33(自宅）
2）日本大学生物資源科学部生物科学部
3)TEL0424-84-1619

4）細菌感染に対する免疫

1）

2）

3）

4）

1）

2）

3）

4）

渡遥浩WATANABEHIROSHI

〒180-0002武蔵野市吉祥寺東町2-16-3(自宅）

TEL0422-22-4578

FAX.0422-22-4578

ホヤ自己・非自己の認識

渡辺翼WATANABETASUKU

〒022-0101岩手県気仙郡三陸町越喜来
北里大学･水産学部･水族病理学研究室
TEL0192-44-1906

FAX.0192-44-2125

魚類ウイルス学、魚類免疫学

矢田崇YADATAKASHI

1）〒321-1661栃木県日光市中宮詞2482-3

2）水産庁養殖研究所･日光支所

3)TEL0288-55-0055内線13
FAX.0288-55-0064

E-mail,yadat@nria.affrc.go.jp

4）内分泌・魚類生理



山崎正利YAMAZAKIMASATDSm

1）〒199-0195神奈川県津久井郡相模湖町寸沢嵐
1091-1

2）帝京大学･薬学部･薬品化学教室

3)TEL0426-85-3734(直通）

FAX.0426-85-2574

E-mail・mac-yama@pharm.teikyo-u.ac.jp

4）海洋生物由来の生物活性物質

八幡詩乃YAHATASMNO

1）〒299-5502千葉県安房郡天津小湊町内浦1
2）千葉大学海洋バイオシステム研究センター

3)TEL0470-95-2201

FAX､0470-95-2271

4）魚類の免疫機構

山田武YAMADAT溢匪S田

1）〒143-0015東京都大田区大森西5-21-16
2）東邦大学･医学部･生物学研究室

3)TEL.03-3762-4151内線2561

FAX.03-5493-5424

4）胸腺細胞死(Apoptosis)の分子機構

矢野友紀YANOTOMOKI

〒812-8581福岡市東区箱崎6-10-1

九州大学･農学部･水産化学第一教室

TEL.092-642-2894

FAX.092-642-2894

E-mail,yano_t@agr.kyushu-u.ac.jp

水族生化学、魚類の補体系

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３

山口悪一郎YAMAGUqnKEIICHIRO

1）〒321-0293栃木県下都賀郡壬生町北小林880
2）濁協医科大学･医学総合研究所･電顕室

3)TEL0282-87-2391

E-mail.yamakei@dokkyomed・ac.jp

4）陸生軟体動物の生体防御機構

4）

YOE,SUNGMOON

1)Cheonan330-714,KOREA

2)DepartmentofBiology,

DankookUniversity

3)TEL82-417-550-3443

FAX.82-417-551-9229

4)InsectImmuneProtein

山口宣夫YAMAGUqⅡNOBUO

1）〒920-0265石川県河北郡内灘町字大学1-1
2）金沢医科大学･血清学教室

3)TEL0762-86-2211

4）免疫能の個体及び系統発生学

横室公三YOKOMUROKOZO

〒112-0005東京都文京区水道2-18-2(自宅）
(前)日本医科大学微生物学免疫学教室

TEL03-3816-6354

マクロファージによる免疫応答の制御

1）

2）

3）

4）

山川稔YAMAKAWAMINORU

1）〒305-8634茨城県つくば市大わし1-2
2）農林水産省･蚕糸昆虫農業技術研究所・
生体情報部･生体防御研究室

3)TEL0298-38-6154

E-mail.yamakawa@nises.affrc.go.jp

4）昆虫生化学

横尾暢哉YOKOOSMNYA

1）〒480-1131愛知郡長久手町長赦南小井堀27
エクセル川本II-6B(自宅）

2）（前)佐賀大学農学部害虫制御学教室

3)TEL(0952-24-5191内線2747)
山内勝昭YAMANOUqⅡKATSUAKI

1）〒238-0000神奈川県横須賀市明神町1
2）日清製油(株）

3)TEL.0468-37-2418

4）魚類免疫

4）昆虫寄生性線虫による昆虫体液の生体防御反応の
抑制

－71－



湯浅創YUASAHAJIME

〒060-0810札幌市北区北10条西8丁目

北大・理・化学・生物有機化学

TEL011-706-3814

横沢英良YOKOSAWAHIDEYOS田

1）〒060-0812札幌市北区北12条西6丁目
2）北海道大学大学院薬学研究科
細胞分子薬学講座生化学分野

3)TEL011-706-3754

FAX.011-706-4900

E-mail.yoko@pharm.hokudai.ac.jp

4）生化学

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３
４

油井聡YUISAToRU

1）〒199-0195神奈川県津久井郡相模湖町寸沢嵐
1091-1

帝京大学･薬学部･薬品化学教室

TEL0426-85-3736

マクロファージの増殖研究

吉田彪YOSHIDAT独睡sm

〒104-8301東京都中央区京橋2-1-9

中外製薬株式会社

TEL03-3273-0826

FAX.03-3281-6675

E-mail,yoshidat@ibm.net

2）

3）

4）

1）

2）

3）

4）

賛助会員

和研薬株式会社：〒606-8257京都市左京区北白川西伊織町25

TEL:075-721-8111,FAX:075-721-8189
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協賛企業

平成13年6月11日現在

■■■■■■■■■■■■卸■■■■■■■■画■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■■■■■■■■■■辱■■■■■■■■■■■■■■■■■■

財団法人秋山記念生命科学振興財団

株式会社帝国理化

株式会社ムトウ

株式会社国際文献印刷社

日本電子データム株式会社

財団法人札幌国際プラザ

株式会社ラボ

北海道和光純薬株式会社

株式会社日製サイエンス

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■■■■旬ロ■■■■■匂■■■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■■■■■■■■■■■■

本学術集会を開催するに当たり、上記企業より多大なご援助を賜りました。

ここに、芳名を記して感謝の意を表します。

平成13年6月

日本比較免疫学会会長

第13回学術集会会長

－73－

古田恵美子

横沢英良



鍵惨雫駕鯵衷場鍵謬鴬職躍選藩溌議…ふし議毒。
私たちは、大学･官公庁･民間企業など各分野の研究機関の技術革新に役立つ様々な装置やシステムと最新技術僧報を提供させ

ていただくことでサービスを徹底させ、お客様のさらなる発展をサポートする豊かな創造力を持った技術家集団です。

●｡■甲口■P■■■■甲凸■■

ぐ

･域….迩送凸旺.”…&垂……毎愛…郵錘……垂心塞雑“鐸呼･織

H-7500形透過電子顕微鏡

営業品目

S-3500N形Natural-SEM

i"霧

~

電子顕微鏡、原子間力顕微鏡、X線応用分析装置、質量分析計、分光分析装置、フーリエ変換赤外分光装置、

クロマト分析装置、遠心分離機、PHメータ、LA関連機器、カラーアナライザー、ICP発光分析装置、原

子吸光光度計、レーザー顕微鏡、超高真空成膜装置、レーザー時間分解分光装置、半導体評価装置、物性試験

装置、滴定装置、金属分析装置、フーリエ変換ラマン分光測定装置、核磁気共鳴装置、自動無菌装置他

雲鍾臆､鍾這株式鍬醗澄ｲｴﾝｽ

本社〒103-0023束京都中央区日本橋本町3.3.6（ワカ末ビル）

TEL:03-3231-3811FAX:03-3231-3800

営業所商品センター、北関東営業所(大宮)、西関東営業所(八王子)、横浜営業所、静岡支店、三島営業所、

浜松営業所、関西支店
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電子顕微鏡は試料作製から・・・
日本電子データムは・・・電子顕微鏡に関する各種試料作製装置や、周辺装置・
消耗品を取り揃え、お客様のニーズにお応えしています。

ウルトラミクロトームULfrRACUTUCT

ウルトラカットSを基盤に、さらに多くの新機能や特長を加えて麗生した「ウ

ルトラカットUCT｣。生物賦料・工業材料試料のどちらにも適用できる初めて

のミクロトームで、超薄切片を自在に、高精度に作製できます。また、世界で

初めてのコンピュータ接続による情報交換や動作制御を実現しました。

ダイヤモンドナイフDIATOME

賭
お求め易くなったダイヤモンドナイフカ『更にトレードイン(下取りﾉでお牌ですノ

●下取り価格は新品価栢の絢宇額lL4お承のに写狐孟go

●再研磨をご検討のお客標に新品入手のチャンスです。

●長期間のご使用でどんなに偶ついたものでも下取りいたします。

◇下取り可能なメーカー名：DlATOME、Dupont社、NACC社、DiaTech社、
DDK社、DRUKKER社、JUMD社、MicroStar社等

◇サファイヤナイフ(サファトーム)は除きます。

日本電子データム株式会社：識聴:詫蕊謝謡麗巽錨し:|:耀認職|腿践綴
東京センター途(042)526-5358札幌センター室:(011)736-0604仙台センター金(022)265-5071/筑波センターき(0298)56-2000
機浜センター垂(045)474-2191名古屋センター垂(052)586-0591/大阪センター室(06)6304-3951/広島センターき(082)261.2631
高松センター垂(OB7)821-0053／福岡センター念(092)441-5829

L

雷鞭琴蕊溌認識譲蕊蕊蕊瀞
伝統ある活版組版から電算写植組版・データベース加工，編集，情報処理加工まであ

らゆるニーズにお応えします。技術と信用をモットーにご奉仕します。

●蕊国際文献印刷社
InternationalAcademicPrintingCo.，Ltd.

http://www.bunken.co.jp/
本社〒169-0075東京都新宿区高田馬場3－8－8

Tel:03{3362)9741/Fax:03(3368)2822

第二工潮〒169-0075束京都新宿区高田馬場4-4-19
Tel:03(3367)6841/Fax:03(3364)0041

第三工場〒162-0801束京都新宿区山吹町358-5
Tel:03(3260)7286/Fax:03(3260)7276

s
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インターネットで試薬が探せる、買える

シヤク侭ツトコムオープン11

S k 、
iyaku･com

･試薬の検索が様々な方法で行えます

(対象データー数約30万件、|随時追加6

．試薬の発注が24時間可能です。

【回

（対象データー数約30万件、随時追加の予定です。'<お問い合わせ先＞一一
・試薬の発注が24時間可能です。 和光純薬工業株式会社

（納期情報等は販売店からメールで回答されます。）シヤクドットコムセンター
・試薬に関する情報が取り出せます。E-mai1;info6siyaku.com
（物性情報、毒性情報、MSDS等）

北海道和光純薬株式会社
御利用には、ユーザー登録が必要です。 〒001-0015北海道札幌市北区北15条西4丁目

TEL011-747-2811FAX011-747-2934

シヤクドットコム、Siyaku.com，Siyaku.comロゴは登録商標です。

’Ｉ
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日本比較免疫学会

第13回学術集会講演要旨

原稿受付

発行日

発行者

編集者

委員

2001年5月18日

2001年6月20日

日本比較免疫学会

学術集会プログラム委員会

小林睦生・中村弘明

印刷所（株）国際文献印刷社

東京都新宿区高田馬場3－8－8
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